
要
旨清

代
に
お
け
る
地
方
志
の
編
纂
・
刊
刻
は
、
地
方
官
と
地
方
の
紳
士
・
知
識
人
の
連
携
の
下

で
進
め
ら
れ
る
の
が
通
例
で
あ
っ
た
が
、
地
方
官
の
関
与
の
し
か
た
は
、
時
期
に
よ
り
、
ま
た

個
々
の
地
方
志
に
よ
り
多
様
で
あ
っ
た
。
小
論
は
こ
れ
を
、
具
体
的
な
地
方
志
編
纂
の
事
例
に

即
し
て
検
証
し
、
地
方
官
が
、
地
方
行
政
機
構
の
指
揮
・
命
令
系
統
の
中
で
義
務
づ
け
ら
る
参

与
と
、
地
方
志
の
編
纂
に
対
し
て
示
す
積
極
的
な
意
義
付
け
と
の
関
係
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
。

キ
ー
ワ
ー
ド：

地
方
志

地
方
官

紳
士

稿
本

定
本

����清
代
に
お
け
る
地
方
志
の
編
纂
は
、
そ
の
多
く
の
場
合
に
お
い
て
、
地
方
官
と

地
方
紳
士
と
の
協
力
関
係
の
下
で
進
め
ら
れ
た
。
筆
者
は
前
に
、
清
代
中
期
以
降
、

地
方
志
が
詳
細
か
つ
正
確
な
記
述
を
追
求
す
る
よ
う
に
な
り
、
量
的
に
も
大
規
模

化
し
て
い
く
過
程
で
、
地
方
官
の
関
与
は
形
式
的
な
も
の
に
な
り
、
地
方
志
の
修

刊
事
業
に
お
け
る
地
方
紳
士
の
役
割
が
増
大
し
て
い
く
こ
と
、
地
方
志
の
内
容
は

地
方
紳
士
層
の
意
向
を
反
映
し
て
い
く
こ
と
を
論
じ
て
き
た

(

１)

。
し
か
し
、
一
方
に

は
、
清
代
後
期
に
至
っ
て
も
、
地
方
志
修
刊
事
業
が
地
方
行
政
組
織
の
指
揮
系
統

を
通
じ
て
進
め
ら
れ
る
こ
と
は�々
あ
り
、
こ
う
し
た
代
表
例
と
し
て
同
治
年
間

の
江
西
省
で
の
地
方
官
僚
機
構
主
導
の
大
規
模
な
修
刊
事
業
の
展
開
が
あ
っ
た

(

２)

。

小
論
は
、
こ
の
江
西
省
で
の

｢

官
修｣

地
方
志
の
具
体
的
事
例
を
検
討
し
、
地

方
官
の
関
与
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

������������
清
末
、
太
平
天
国
期
の
戦
乱
を
経
て
、
長
江
流
域
の
各
省
で
は
、
資
料
の
散
佚

に
対
処
す
る
た
め
地
方
志
の
修
訂
が
行
わ
れ
た
が
、
そ
の
中
で
巡
撫
を
頂
点
と
す

る
地
方
行
政
系
統
を
通
し
、
地
方
官
が
主
導
し
て
広
範
囲
の
修
刊
事
業
が
実
現
し

た
の
は
江
西
省
だ
け
で
あ
っ
た
。
江
西
巡
撫
劉
坤
一
は
、
雍
正
一
〇

(

一
七
三
二)

年
に
刊
刻
さ
れ
た

『

江
西
通
志』

か
ら
既
に
一
四
〇
年
餘
を
経
て
、
新
た
な
省
志

の
修
訂
が
必
要
と
考
え
、
省
志
の
修
訂
と
連
動
し
て
、
省
内
の
府
・
州
・
縣
に
対

し
て
も
、
次
の
よ
う
に
そ
れ
ぞ
れ
新
志
の
修
訂
に
取
り
組
む
よ
う
下
命
し
た
と
さ

れ
る

(

３)
。並

び
に
各
府
・
州
・
縣
に
刊
發
し
、
飭
令
し
て
章
程
に
査
照
し
、
名
宿
を
延

請
し
、
各
お
の
舊
志
以
後
の
事
蹟
を
將
て
迅
速
に
採
訪
し
省

[

局]

に
送
り
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纂
に
備
へ
し
め
、
即
一
に
本
處
の
新
志
を
續
修
し
、
通
志
と
一
律
に
告
成
す

る
を
期
せ
し
む
。

通
志
續
修
の
奏
請
と
各
府
・
州
・
縣
に
対
す
る
檄
示
は
同
治
九

(

一
八
七
〇)

年

に
行
わ
れ
、
こ
れ
か
ら
光
緒
年
間
の
初
め
に
至
る
数
年
の
間
に
、
省
内
の
ほ
と
ん

ど
全
て
の
府
・
州
・
縣
で
新
志
が
刊
刻
さ
れ
て
い
る
。

江
西
省
の
最
南
部
に
位
置
す
る�
州
府
で
は
、
知
府
魏
瀛
の
下
で
建
昌
府
南
豐

縣
の
魯�
光
が
招
聘
さ
れ
、
か
れ
を

｢

總
修｣

と
し
て
府
志
が
編
纂
さ
れ
た
。
府

志
と
連
動
し
て�
州
府
属
の
八
縣
一
廰
で
も
そ
れ
ぞ
れ
縣
志
・
廰
志
が
編
纂
さ
れ

る
が
、
完
成
し
た
志
書
の
序
・
跋
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
、
編
纂
の
中
心
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
人
物
を
揚
げ
る
と
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る

(

４)

。

�
縣

纂
修
・�
是
沂

(

瑞
州
府
高
安
縣
副
貢
生)

�
都
縣

纂
修
・
何
戴
仁

(�
都
縣
人
。
擧
人)

・
洪
霖

(�
都
縣
人
。
擧
人)

信
豐
縣

纂
修
・
李
大
觀

(

信
豐
縣
知
縣)

興
國
縣

纂
修
・
藍
抜
奇

(

興
國
縣
人
。
進
士
、
翰
林
院
編
修)

會
昌
縣

纂
修
・
王

驥

(

會
昌
縣
訓
導)

安
遠
縣

主
稿
・
歐
陽
鐸

(

安
遠
縣
人
。
進
士)

長
寧
縣

編
輯
・
劉
丕�(
長
寧
縣
人
。
歳
貢
生
、
候
選
訓
導)

龍
南
縣

纂
修
・
鍾
益
馭

(

龍
南
縣
人
。
貢
生)

・
李
夢
齡(

龍
南
縣
人
。貢
生)

定
南
廳

纂
修
・
黄
正
琅

(

定
南
廰
人
。
生
員)

信
豐
縣
で
知
縣
李
大
觀
が

｢

躬
ら
厥
職
に
任｣

じ
た
と
い
う
の
を
除
き
、
地
方
行

政
の
長
は
直
接
に
は
原
稿
の
作
成
過
程
に
関
与
す
る
こ
と
は
な
く
、
ま
た
、�
縣

で�
縣
教
諭�
博
文
の
族
人�
是
沂
が
招
聘
さ
れ
、
會
昌
縣
で
縣
學
の
学
官
が
当

た
っ
て
い
る
ほ
か
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
縣
・
廰
の
知
識
人
の
な
か
か
ら
選
ば
れ
た
人

物
が

｢

筆
削｣

の
任
に
当
た
っ
て
い
る
。

同
治
一
二

(

一
八
七
三)

年
の
刊
記
の
あ
る

『�
州
府
志』

に
は
、
こ
れ
に
先

だ
つ
同
治
九
年
に�
縣
、�
都
縣
、
信
豐
縣
、
龍
南
縣
の
各
縣
志
が
、
翌
一
〇
年

に
興
國
縣
、
會
昌
縣
、
安
遠
縣
、
長
寧
縣
の
各
縣
志
お
よ
び
定
南
廰
志
が
編
纂
さ

れ
た
と
書
か
れ
て
お
り

(

５)

、
府
内
の
全
て
の
縣
・
廰
の
新
志
が
府
志
編
纂
以
前
に
揃
っ

て
い
た
こ
と
に
な
る
。｢

先
に
州
・
縣
志
を
修
め
て
以
て
府
に�
め
、
而
し
て
之

を
上｣

せ
し
め
る
と
い
う
省
局
の
方
針
に
従
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う

(

６)

。
と
こ
ろ
が
、

実
際
に
刊
刻
さ
れ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
縣
・
廰
志
の
序
跋
に
記
さ
れ
た
年
次
を
見
る
と
、

『

信
豐
縣
志
續
編』

が
同
治
九
年
で
あ
る
の
を
除
き
、
そ
れ
以
外
の
全
て
が
府
志

の
記
載
と
は
異
な
る
。『�
縣
志』

・『

興
國
縣
志』

・『

會
昌
縣
志』

・『

安
遠
縣
志』

・

『

定
南
廰
志』

が
同
治
一
一
年
で
あ
る
ほ
か
、『�
都
縣
志』

は
同
治
一
三
年
、

『

龍
南
縣
志』

・『

長
寧
縣
志』

は
光
緒
二

(

一
八
七
六)

年
と
、
府
志
よ
り
も
後

に
刊
刻
さ
れ
た
も
の
す
ら
あ
る
。
こ
の
年
次
の
違
い
の
意
味
す
る
こ
と
に
つ
い
て

は
、
同
治

『�
縣
志』

の
編
纂
に
当
た
っ
た�
是
沂
が
、
次
の
よ
う
に
書
い
て
い

る

(

７)

。
同
治
十
有
一
年
孟
夏
の
月
、�
邑
志
告
竣
す
れ
ば
、
九
年
十
月
稿
成
る
を
距

つ
こ
と
、
葢
し
時
を
閲
し
て
十
有
八
月
な
り
。
其
の
之
を
遲
る
る
こ
と
久
し

く
是
の
如
く
な
る
者
、
採
訪
に
精
詳
を
厭
は
ざ
る
に
非
ず
ん
ば
亦
た
考
稽
に

核
實
を
尚
期
し
、
凡
て
愼
を
以
て
す
れ
ば
な
り
。

同
文
の
後
段
で
、�
是
沂
が�
縣
知
縣
黄
徳
清
の
招
聘
を
受
け
て�
縣
に
赴
き

｢

局｣
(

修
縣
志
局)

に
入
っ
た
の
が
同
治
九
年
四
月
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
、｢

稿

成｣

と
言
わ
れ
る
一
〇
月
ま
で
に
半
年
、
さ
ら
に
一
年
半
を
費
や
し
て
縣
志
が

｢

告
竣｣

(

完
成)

し
た
こ
と
に
な
る
。｢

採
訪｣

(

資
料
の
蒐
集)

と

｢

考
稽｣

(

志
文
の
作
成)

に
正
確
で
詳
細
で
あ
る
こ
と
を
追
求
し
た
こ
と
を
完
成
の
遅
れ

た
理
由
と
し
て
い
る
か
ら
、�
是
沂
の
意
識
の
内
で
は
、
九
年
一
〇
月
の
稿
本
は

不
十
分
な
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
以
降
に
編
纂
者
と
し
て
の
実
質
的
な
苦
労
が
存
在

し
て
い
た
。
劉
坤
一
の
上
奏
に
あ
る
よ
う
に
、
縣
・
廰
か
ら
、
府
志
と
通
志
の
採

択
の
た
め
に
上
程
さ
れ
た
清
稿
と
、
実
際
に
刊
刻
さ
れ
る
州
・
縣
志
と
は
別
個
の

も
の
で
あ
り
、
地
方
志
を
修
刊
す
る
州
・
縣
の
側
か
ら
す
れ
ば
、
府
・
省
に
上
呈

さ
れ
た
清
稿
は
完
成
に
至
る
途
上
の
稿
本
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
と
い
う

解
釈
が
妥
当
で
あ
る
。
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こ
の
こ
と
の
意
味
を
考
え
て
い
く
上
で
格
好
の
資
料
が
、
我
が
国
の
東
洋
文
庫

が
所
蔵
す
る
同
治

『

會
昌
縣
志』

の
刊
本
で
あ
る
。
東
洋
文
庫
の
蔵
本
に
は
、
各

処
に
手
書
き
さ
れ
た
頁
が
挿
入
さ
れ
、
大
小
の
多
く
の
簽
紙
が
貼
ら
れ

(

そ
の
相

当
数
は
糊
が
剥
が
れ
て
本
来
の
貼
付
箇
所
が
判
読
し
難
い
状
態
に
あ
る)

、
欄
外

に
直
接
に
手
書
き
で
書
き
込
ま
れ
て
い
た
り
、
朱
印
が
押
さ
れ
て
い
る
頁
が
含
ま

れ
て
い
る
。
そ
れ
が
、
国
内
で
は
天
理
図
書
館
が
所
蔵
し
、『

中
國
地
方
志
集
成

(

江
西
府
縣
志
輯
七
九)』

江
蘇
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
六
年
、
に
影
印
版
が
収
め

ら
れ
て
い
る
同
治

『
會
昌
縣
志』

の
通
行
本
と
異
な
る
こ
と
は
、
容
易
に
判
別
で

き
る
。
す
な
わ
ち
、
通
行
本
に
存
在
す
る
、
巻
頭
の

｢

序｣
(

會
昌
縣
知
縣
劉
長

景
の
記)

、｢

跋｣
(

會
昌
縣
訓
導
王
驥
の
記)

、｢

芳
名｣

(

修
志
姓
氏)

、｢

輿
圖｣

を
欠
如
し
、｢

同
治
九
年｣

の
記
の
あ
る
東
洋
文
庫
蔵
本
の

｢

續
修
凡
例｣

は
、

通
行
本
の
凡
例
と
は
別
文
で
あ
る
。
こ
れ
ら
か
ら
、
東
洋
文
庫
蔵
本
は
、
天
理
図

書
館
蔵
本
や

『

中
國
地
方
志
集
成』

影
印
本
な
ど
の
通
行
本
よ
り
早
い
時
点
で
作

ら
れ
た
稿
本
の
一
種
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い

(

８)

。
こ
こ
で
、
同
治

『

會
昌
縣
志』

の
全
体
の
構
成
と
と
も
に
、
東
洋
文
庫
蔵
本
と
通
行
本
と
に
お
け
る
板
刻
印
刷
さ

れ
た
頁
数

(

手
書
き
頁
を
除
く)

を
比
較
し
て
示
す
と
、
表
の
よ
う
に
な
る
。
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同治 『會昌縣志』 の構成および東洋文庫本・『中国地方志集成』
本における丁 (頁) 数

東洋文庫本
『中国地方
志集成』 本

変更内容

巻首 (巻頭)

第
１
冊

８ 37 加・訂

巻首 上諭 17 17

巻１ 星野 １ １

巻２ 沿革 ４ ４

巻３ 形勢 ２ ２

巻４ 城池 10 13 加

巻５ 山川 18 18 加

巻６ 水利 ９ ９

巻７ 學校 ７ ９ 加

巻８ 公署 ９ ９ 訂

巻９ 書院

第
２
冊

７ 14 加

巻10 田賦 17 17

巻11 風俗 15 15

巻12 土産 ８ ８

巻13 兵衛 26 26

巻14 武事 15 15 加

巻15 關津

第
３
冊

９ 10 加

巻16 驛鹽 ５ ６ 加

巻17 古蹟 10 10

巻18 封爵 ５ ５

巻19 秩官 51 51 訂

巻20 選擧 37 37 訂

巻21 名宦
第
４
冊

19 20 加

巻22 人物 77 79 加

巻23 寓賢 ２ ２

巻24 列女
第
５
冊

84 84 訂

巻25 仙釋 ４ ４

巻26 方技 ２ ２

巻27 �異
第
６
冊

15 15

巻28 祠廟 36 36

巻29 塋墓 ３ ３

巻30 寺觀 ９ ９

巻31 藝文
※

364 362 加・削

巻32 雜記 ６ ６

(注) ※印は ｢第７～12冊｣｡ 変更内容欄は本文の追加・削除・訂正を示す｡



そ
れ
で
は
、
東
洋
文
庫
蔵
本
か
ら
通
行
本
に
至
る
過
程
で
何
が
あ
っ
た
の
か
。

東
洋
文
庫
蔵
本
へ
の
書
き
込
み
や
簽
紙
の
記
載
の
意
味
す
る
こ
と
は
何
か
。
こ
れ

を
検
討
し
て
い
く
う
え
で
、
ま
ず
確
定
し
て
お
く
べ
き
問
題
が
あ
る
。
同
治

『

會

昌
縣
志』

で
本
文
に
相
当
す
る
部
分
は
、｢

巻
首
、
上
諭｣

お
よ
び

｢

巻
一
、
星

野｣

か
ら

｢
巻
三
二
、
雜
記｣

ま
で
の
三
十
二
巻
で
あ
る
が
、
こ
の
う
ち

｢

巻
四
、

城
池｣

な
ど
の
一
七
巻
に

｢

續
輯｣

、｢

新
増｣

と
題
さ
れ
た
頁
が
含
ま
れ
て
い
る
。

會
昌
縣
の
前
志
は
道
光
六

(

一
八
二
六)

年
に
知
縣
蒋
啓�(
湖
南
全
州
人)

を

主
修
と
し
て
刊
刻
さ
れ
た
道
光

『

會
昌
縣
志』

で
あ
り
、
同
治
志
は
、
道
光
志
に

は
な
か
っ
た

｢

巻
首
、
上
諭｣
を
加
え
た
こ
と
を
除
け
ば
、
巻
一
か
ら
巻
三
二
に

至
る
三
十
二
巻
の
構
成
は
道
光
志
の
そ
れ
と
同
じ
だ
っ
た

(

９)

。
こ
の
こ
と
を
、
同
治

志
の

｢

纂
修｣

と
し
て
編
纂
の
任
に
当
た
っ
た
會
昌
縣
訓
導
王
驥
は
次
の
よ
う
に

書
い
て
い
る

(�)
。

同
治
八
年
、
大
中
丞
劉

(

劉
坤
一)

江
西
通
志
を
續
修
す
る
を
奏
請
し
、
并

せ
て
新
定
の
條
例
を
將
て
刊
發
し
、
各
府
・
州
・
廳
・
縣
に
一
律
に
續
修
せ

し
む
。
九
年
夏
、
邑
候
劉
明
府

(

劉
長
景)

、
邑
紳
を
傳
集
し
て
、
局
を
設

け
て
采
訪
し
、
起
局
事
宜
を
詳
定
し
、
余
を
延
き
て
監
修
せ
し
む
。
余
は
筆

墨
荒
蕪
な
る
を
慮
り
、
再
辭
す
る
も
允
さ
れ
ず
、
乃
ち
邑
紳
諸
君
と
厥
事
を

共
襄
す
。
謹
み
て
査
す
る
に
、
會
邑
の
志
乘
は
道
光
二
年
に
修
め
、
其
中
の

條
例
次
序
は
、
大お

お

致よ
そ

新
章
と
同
し
。
惟
だ
聖
諭
の
一
條
の
み
漏
れ
て
未
だ
叙

刊
せ
ざ
れ
ば
、
今
、
謹
み
て
新
章
に
遵
ひ
、
巻
首
に
恭
編
す
。
御
製
の
詩
文

及
び
金
石
文
字
等
の
項
に
至
り
て
は
、
現
ま
邑
中
の
缺
典
爲
る
も
、
容
に
續

増
を
俟
つ
べ
し
。
是
に
於
て
公
同
し
て
妥
議
し
、
即
ち
前、
志、
に、
照、
し、
て、
逐、
條、

接、
叙、
し
、
特
に
舊、
板、
具、
存、
し、
て、
工、
資、
を、
省、
く、
可、
き、
の
み
な
ら
ず
、
而
も
編
次

も
亦
た
成
功
す
る
に
易
し
。(

傍
点
は
小
林)

す
な
わ
ち
、
道
光
志
の
構
成
を
踏
襲
し
た
だ
け
で
な
く
、
経
費
を
切
り
詰
め
、
編

纂
の
期
間
を
短
縮
す
る
た
め
に
、
原
則
的
に
は
、
道
光
志
の
刻
板
を
そ
の
ま
ま
使

用
し
、
道
光
六
年
以
降
の
追
加
部
分
だ
け
を
新
た
に
板
刻
し
、
両
者
を
合
体
し
て

印
刷
し
た
も
の
が
、
同
治

『

會
昌
縣
志』

で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る

(�)

。
版
心
や
篇

目
の
初
め
に

｢

續
輯｣

や

｢

新
増｣

の
記
載
の
あ
る
の
は
、
こ
う
し
た
新
た
に
板

刻
し
た
部
分
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
前
志
以
降
の
記
事
を

前
志
に
追
補
し
新
志
と
し
て
刊
刻
す
る
こ
と
は
、
追
補
部
分
だ
け
を

『

續
志』

と

し
て
刊
刻
す
る
こ
と
と
と
も
に
広
く
行
わ
れ
た
方
法
で
あ
る
が
、
東
洋
文
庫
蔵
の

『

會
昌
縣
志』

で
は
、
道
光
志
の
整
版
自
体
を
印
刷
し
、
版
心
の
丁
数

(

頁)

表

記
も
道
光
志
の
そ
れ
を
訂
正
し
て
い
な
い
た
め
に
、
と
り
わ
け
子
目
の
構
成
に
変

更
を
加
え
た
箇
所
で
は
、
丁
番
の
混
乱
が
著
し
い

(�)

。

前
述
し
た
よ
う
に
、
東
洋
文
庫
蔵
本
に
は
、
刊
本
の
上
に
加
え
ら
れ
た
種
々
の

手
書
き
の
記
載
が
あ
る
。
そ
れ
ら
は
、
第
五
冊
お
よ
び
第
六
冊
表
紙
裏
に
日
本
語

で
書
き
加
え
ら
れ
た
注
意
書
き
を
除
け
ば
、
次
の
四
種
類
に
分
け
ら
れ
る
。(

一)

板
刻
印
刷
し
た
頁
の
間
に
挿
入
あ
る
い
は
貼
付
さ
れ
た
清
書
頁
。(

二)

志
面
に

貼
付
さ
れ
て
い
た
大
小
の
簽
紙
の
記
述
。(

三)

志
面
の
上
部
欄
外
余
白
へ
の
書

き
込
み
と
朱
印
。(

四)

第
七
冊
お
よ
び
第
一
〇
冊
の
見
返
し
裏
に
あ
る
各
一
〇

行
ほ
ど
の
記
述
。
こ
の
う
ち
、(

一)

は
板
刻
頁
と
同
じ
一
行
二
二
字
で
書
か
れ

た
清
書
稿
で
あ
り
、
そ
の
大
半
は
通
行
本
で
板
刻
さ
れ
て
い
る

(�)

。
こ
れ
に
対
し
て
、

(

二)

〜

(

四)

は
、
志
文
の
内
容
に
対
す
る
判
断
を
記
し
た
メ
モ
の
類
で
あ
り
、

ま
た
、
時
を
置
い
て
書
か
れ
た
形
跡
は
な
く
、
全
て
が
連
動
し
た
作
業
の
中
で
書

か
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
で
は
、
誰
が
何
の
た
め
に
こ
れ
を
書
い
た
の
だ
ろ

う
か
。

(

二)

に
区
分
し
た
、
文
字
の
記
載
さ
れ
た
簽
紙
は
、
形
状
か
ら
、
縦
二
四
㎝

又
は
一
二
㎝
×
横
三
㎝(

以
下
長
さ
は
概
数)

の
も
の
と
、
縦
六
㎝
×
横
四
〜
一
・

二
㎝
の
も
の
と
に
分
か
れ
、
便
宜
上
、
以
下
で
は
、
前
者
を

｢

長
簽｣

、
後
者
を

｢
小
簽｣

と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。｢

長
簽｣

の
筆
跡
は
、
次
に
挙
げ
る
一
点
を
除
き
、

ほ
ぼ
同
一
人
物
の
も
の
と
判
断
で
き
る
。｢

小
簽｣

の
大
半
も

｢

長
簽｣

と
は
別

の
同
じ
人
物
の
筆
に
成
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
他
筆
で
書
き
加
え
ら
れ
て
い
る
も

の
も
あ
っ
て
、
断
定
の
難
し
い
場
合
が
あ
る
。
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簽
紙
の
う
ち
、
記
名
が
あ
る
の
は
次
の
一
点
だ
け
で
あ
り
、
第
三
冊
の
巻
一
九
、

秩
官
志
、
一
九
葉
裏
、
知
縣
劉
長
景
の
項
に
貼
付
さ
れ
て
い
る
。
大
き
さ
は

｢

長

簽｣
と
同
じ
だ
が
、
筆
跡
は
明
ら
か
に
異
な
る
。

此
係
地
方
官
分
内
之
事
、
應
請
刪
去
以
免
貽
誚
。

劉
長
景
簽

印

東
洋
文
庫
蔵
本
の
秩
官
志
で
は
、
道
光
志
に
追
補
し
た
道
光
年
間
以
降
の
知
縣
の

う
ち
五
人
に
は
、
原
籍
と
着
任
年
の
ほ
か
、
在
任
中
の
事
蹟
が
小
字
で
記
載
さ
れ

て
お
り
、
と
り
わ
け
劉
長
景
の
事
蹟
は
詳
細
で
あ
る

(�)
。
名
前
を
書
い
た
う
え
に
、

押
印
ま
で
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
劉
長
景
自
身
が
こ
れ
を
書
い
た
と
考
え
て
よ

い
だ
ろ
う
。｢

此
れ
地
方
官
分
内
の
事
に
係
り
、
應
に
刪
去
し
て
以
て
誚
り
を
貽

す
を
免
る
る
を
請
ふ
べ
し｣

と
あ
る
通
り
、
現
任
官
で
あ
る
自
分
の
事
蹟
が
書
か

れ
実
質
上
の
伝
記
が
立
て
ら
れ
て
い
る
の
と
異
な
ら
な
い
増
補
の
形
式
に
対
し
て
、

非
難
の
声
が
上
が
り
物
議
を
醸
す
こ
と
を
懼
れ
て
、
そ
の
削
除
を
求
め
た
と
考
え

ら
れ
る
。
実
際
に
通
行
本
で
は
、
通
常
の
職
官
志
の
形
式
ど
お
り
、
事
蹟
の
記
載

は
前
の
四
人
と
併
せ
て
全
て
削
ら
れ
て
い
る
。

こ
こ
か
ら
分
か
る
こ
と
は
、
會
昌
縣
行
政
の
長
で
あ
る
知
縣
劉
長
景
は
、
秩
官

志
の
内
容
を
、
刻
板
と
印
刷
が
終
わ
っ
て
始
め
て
知
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、

編
纂
が
進
行
し
て
い
る
途
中
の
過
程
に
は
関
与
し
て
い
な
か
っ
た
ら
し
い
と
い
う

事
実
で
あ
る
。
東
洋
文
庫
蔵
本
に
は
な
く
、
通
行
本
で
加
え
ら
れ
た
巻
頭
の

｢
芳

名｣

に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
同
志
の
修
刊
関
係
者
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

督
修
…
署
會
昌
縣
知
縣
・
劉
長
景
。

纂
修
…
會
昌
縣
儒
學
教
諭
・
陳
良
棟
、
訓
導
・
王
驥
。

踏
勘
城
郷
水
陸
營
隘
…
羊
角
營
都
司
・
掲
鴻
陞
、
城
守�
把
總
・�
廷
彪
。

査
勘
四
至
水
陸
邊
界
…�
門
司
巡
檢
・
兪
如
槐
、
典
史
・
李
樹�
。

管
理
局
務
…
現
任
上
猶
縣
教
諭
・
擧
人
・
曾
雲
藻
、
副
貢
生
・
潘
尚
志
、
抜

貢
生
・
鄭
炳
輝
、
四
品
封
職
・
鄒
徴
彦
、
恩
貢
生
・
張
汝
霖
、

歳
貢
生
・
蕭
郁
文
。

采
訪
勸
捐
…
教
職
・
鄭
顯
硯
、
廩
貢
生
・
胡
作
培
、
廩
生
・
歐
陽
玲
、
王
執

中
、
李
垂
勲
、
劉
慶
安
、
附
貢
生
・
曾
雲
爛
、
謝
名�
、
劉
文

輔
、
劉
數
峯
、
邑
庠
生
・
歐
陽
増
、
陳
光
泗
。

管�
…
監
生
・
文
光
斗
。

こ
の
う
ち
、
編
纂
の
中
心
と
な
っ
た
の
が

｢

纂
修｣

の
二
人
の
う
ち
訓
導
の
王
驥

で
あ
る
こ
と
は
、
前
出
の

｢

跋｣

記
か
ら
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
。
王
驥
の
跋
文
に
は
、

さ
ら
に
、

其
の
編
集
成
書
に
精
を
殫
し
慮
を
精
す
者
、
則
ち
恩
貢
生
張
君
雨
三

(

張
汝

霖)

・
歳
貢
生
蕭
君
監
二

(

蕭
郁
文)

是
れ
也
。
其
の
細
心
檢
査
し
、
其
の

遺
漏
を
補
し
、
其
の
次
序
を
正
す
者
、
則
ち
副
貢
生
潘
君
芝
山

(

潘
尚
志)

・

教
職
鄭
君
葆
田

(

鄭
顯
硯)

・
廩
膳
生
王
君
輔
商

(

王
執
中)

是
れ
也

と
あ
る

(�)

よ
う
に
、｢

芳
名｣

上
で
は
會
昌
縣
内
の
社
会
的
ス
テ
ー
タ
ス
の
違
い
か

ら
、｢

管
理
局
務｣

と

｢

采
訪
勸
捐｣

と
に
二
分
さ
れ
て
い
る
紳
士
た
ち
の
中
か

ら
、
張
汝
霖
と
蕭
郁
文
と
を
編
纂
に
協
力
さ
せ
、
潘
尚
志
・
鄭
顯
硯
・
王
執
中
に

校
訂
を
行
わ
せ
て
、
彼
ら
の
協
力
を
得
て
原
稿
を
作
成
し
、
そ
の
刻
板
と
印
刷
と

を
終
え
て
か
ら
、
こ
れ
を
知
縣
劉
長
景
に
引
き
渡
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

秩
官
志
に
貼
ら
れ
た
劉
長
景
名
の
簽
紙
は
、
簽
紙
全
体
か
ら
見
れ
ば
例
外
的
な

も
の
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
の
簽
紙
は
、
東
洋
文
庫
蔵
本
第
七
〜
一
二
冊
に
当
た
る
、

巻
三
一
、
藝
文
志
に
集
中
し
て
貼
付
さ
れ
て
お
り
、
加
え
て
、
第
四
冊
の
巻
二
二
、

人
物
志
の
と
く
に

｢

續
輯
善
士｣

、｢

續
輯
孝
友｣

門
と
、
第
五
冊
の
巻
二
四
、
列

女
志
に
散
見
さ
れ
る

(�)
。
こ
れ
ら
の
簽
紙
の
う
ち
、｢

小
簽｣

の
筆
跡
は
、
秩
官
志

の
劉
長
景
名
の
簽
紙
の
筆
跡
に
似
て
い
る
と
見
え
な
い
こ
と
も
な
い
が
、
後
述
す

る
よ
う
に
劉
長
景
が
書
い
た
も
の
で
は
な
い
。
そ
こ
で
、
簽
紙
の
内
容
と
他
の
筆

記
や
刊
本
の
内
容
と
を
対
照
し
て
検
討
を
進
め
る
こ
と
に
す
る
が
、
前
述
し
た
よ

う
に
簽
紙
の
多
く
が
、
糊
付
け
が
剥
が
れ
て
頁
間
に
挿
さ
ま
れ
た
だ
け
の
状
態
で
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あ
る
た
め
、
簽
紙
の
集
中
す
る
藝
文
志
に
つ
い
て
は
、
も
と
も
と
貼
付
さ
れ
て
い

た
箇
所
を
判
断
す
る
こ
と
が
難
し
い
場
合
が
多
い
。
こ
れ
に
比
べ
て
、
簽
紙
の
数

も
限
ら
れ
、
状
況
を
再
現
す
る
こ
と
が
比
較
的
に
容
易
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の

が
、｢
續
輯
孝
友｣

と

｢

續
輯
善
士｣

の
場
合
で
あ
る
。

東
洋
文
庫
蔵
本
の
人
物
志
、
續
輯
孝
友
門
に
は
、
次
の
一
五
名
の
伝
が
立
て
ら

れ
て
い
る
。

劉
芹
・
陳
庭
槐

(
六
九
表)

。
羅�
南
・
頼
維
幹

(

裏)

。
劉
北
斗
・
胡
紀
章

(

七
〇
表)

。
呉
踐
矩
・
鄒
量
先

(

裏)

。
李
映
塘

(

七
一
表)

。
劉
萬
沐
・
王

宗
惠

(

裏)

。
劉
錦�
・
劉
安
從

(

七
二
表)

。
劉
萬
俊
・
朱
宗
慶

(

裏)

。

こ
れ
ら
の
伝
記
に
附
せ
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
剥
が
れ
た

｢

小
簽｣

が
次
の

三
点
で
あ
る

(

カ
ッ
コ
内
は
簽
紙
が
挿
さ
ま
れ
て
い
る
位
置
を
示
す)

。

ａ

此
■
人
尚
存
、
例
不
應
載
志
。(
六
九
・
七
〇
葉
間)

■
は
消
字

ｂ

此
公
未
見
孝
友
之
実
、
■

(｢

雖｣
か)

他
事
略
詳
、
似
不
便
妄
載
。

(

七
一
・
七
二
葉
間)

ｃ

此
二
名
均
未
見
孝
友
之
実
、
似
不
便
妄
載
郡
志
。(

七
二
・
七
三
葉
間)

い
ず
れ
も
当
該
人
物
が
存
命
で
あ
っ
た
り
、
孝
友
と
し
て
適
合
す
る
事
蹟
が
な
い

こ
と
を
理
由
に
、
志
書
に
載
せ
る
べ
き
で
な
い
と
の
判
断
を
書
い
て
い
る
。
さ
ら

に
、
頼
維
幹
と
劉
北
斗
の
伝
に
は

｢

人
存｣

と
、
胡
紀
章
伝
に
は

｢
見
載
忠
義｣

(

す
な
わ
ち
、
同
一
人
物
の
伝
が
忠
義
門
に
も
重
載
さ
れ
て
い
る)

と
、
そ
れ
ぞ

れ
の
上
部
欄
外
に
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。
簽
紙
と
書
き
込
み
を
合
わ
せ
て
、
こ
こ

で
の
記
載
の
内
容
は
す
べ
て
孝
友
門
に
載
せ
る
べ
き
で
な
い
と
判
断
さ
れ
た
人
物

に
つ
い
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
り
、
と
り
わ
け
、
ｃ
簽
で

｢

郡
志
に
妄
載
す
る
に

便
な
ら
ざ
る
に
似
た
り｣

と
書
か
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
の

意
味
は
、｢

續
輯
善
士｣

門
に
貼
付
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る

｢

小
簽｣

の
記

載
と
合
わ
せ
て
考
え
れ
ば
、
さ
ら
に
明
瞭
と
な
る
。｢

續
輯
善
士｣

門
の
簽
紙
は

次
の
四
点
で
あ
る
。

ｄ

此
公
係
樂
捐
一
邑
永
遠
薪
水
、
費
有
数
千
金
。
餘
善
行
頗
多
、
似
可
採

入
郡
志

(

四
八
・
四
九
葉
間)

。

ｅ

此
名
素
聞
好
善
樂
施
。
但
所
捐
公
項
、
關
係
略
重
、
似
可
載
入
郡
志
。

(

四
九
・
五
〇
葉
間)

ｆ

此
人
善
行
頗
多
、
生
前
各
官
爲
之
加
奨
、
似
乎
可
採
。(

五
〇
・
五
一

葉
間)

ｇ

此
公
係
迭
次
捐
修
府
學
大
成
門
、
費
有
千
金
。
平
素
頗
習
善
行
、
故
録

之
。(

五
二
・
五
三
葉
間)

こ
こ
で
の
簽
紙
の
内
容
は
、
孝
友
門
と
は
逆
に
、
志
書
に
載
せ
る
べ
き
人
物
に
つ

い
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
ｄ
・
ｅ
簽
に

｢

郡
志
に
採
入

(

載
入)

す
可
べ
き
に
似
た
り｣

と
明
記
さ
れ
て
い
る
も
の
の
ほ
か
、
ｆ
簽
の

｢

此
の
人
善

行
頗
る
多
く
、
生
前
に
各
官
之
が
爲
に
加
奨
す
れ
ば
、
採
る
可
き
に
似
た
り｣

と

い
う
記
載
も
、
既
に
縣
志
に
載
入
さ
れ
て
い
る
人
物
に
つ
い
て

｢

採
る
べ
き｣

と

特
記
す
る
こ
と
は
、
孝
友
門
の
如
く｢

載
せ
る
べ
き
で
な
い｣

と
書
く
の
と
は
違
っ

て
、
縣
志
を
編
纂
す
る
立
場
か
ら
は
考
え
難
く
、
ｄ
・
ｅ
簽
と
同
じ
く
、
府
志
へ

の
掲
載
を
指
示
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
府
志
の
記
事
と
対
照
し
て

み
れ
ば
、
同
治

『�
州
府
志』

巻
五
六
、
人
物
志
、
善
行
門
に
は
、
同
治

『

會
昌

縣
志』

(

東
洋
文
庫
本)

の
人
物
志
、｢

續
輯
善
士｣

に
掲
載
さ
れ
た
九
五
人
の
中

か
ら
、
歐
陽
韻
雅
・
歐
陽
斯
濟
・
饒
光
璧
・
劉
大
壽
の
四
人
が

｢

新
増｣

の
註
記

を
附
し
て
載
入
さ
れ
て
い
る

(�)

。
こ
の
四
人
の
傳
に
附
さ
れ
て
い
た
の
が
、
前
の
四

点
の

｢

小
簽｣

(

府
志
の
記
載
順
に
ｄ
・
ｆ
・
ｇ
・
ｅ)

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
同
様
に
、『�
州
府
志』

の
孝
友
門
に
は
、
縣
志
に
掲
載
さ
れ
た
一
五
人
の

中
か
ら
、
頼
維
幹
・
劉
北
斗
・
胡
紀
章
・
鄒
量
先
・
劉
萬
沐
・
劉
萬
俊
を
除
く
九

人
の
伝
が
掲
載
さ
れ
て
い
る

(�)
。
載
入
さ
れ
な
か
っ
た
六
人
の
う
ち
、
当
該
人
物
の

志
面
余
白
に
書
き
込
み
の
有
る
三
人
を
除
く
伝
に
附
さ
れ
て
い
た
の
が
前
記
三
点

の

｢
小
簽｣

で
あ
っ
た
と
考
え
て
、
ほ
ぼ
間
違
い
は
な
い
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、

｢

續
輯
孝
友｣
門
と

｢

續
輯
善
士｣

門
に
貼
ら
れ
て
い
た
簽
紙
は
、
志
面
へ
の
記

入
と
合
わ
せ
て
、
縣
志
を
校
閲
し
て
完
善
を
期
す
た
め
に
書
か
れ
た
の
で
は
な
く
、
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縣
志
の
記
事
中
か
ら
府
志
に
載
入
す
べ
き
人
物
を
選
び
出
す
た
め
に
書
か
れ
た
も

の
、
す
な
わ
ち
、
同
治

『�
州
府
志』

編
纂
の
過
程
で
書
か
れ
て
い
る
こ
と
は
疑

う
余
地
が
な
い
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
東
洋
文
庫
が
所
蔵
す
る
同
治

『

會
昌
縣
志』

の
刊
本
は
、

同
治

『�
州
府
志』

へ
の
採
択
に
備
え
て
、
會
昌
縣
か
ら
府
志
局
に
提
出
さ
れ
た

府
呈
稿
本
そ
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
そ
れ
が
作
ら
れ
た
時
期
は
、

前
記
の
、
板
刻
頁
に
挿
入
・
貼
付
さ
れ
た
清
書
稿
の
内
の
一
つ
に
同
治
一
〇
年
冬

の
劉
長
景
の
事
蹟
が
書
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
直
後
で
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
る

(�)
。
そ
れ
で
は
、
簽
紙
の
筆
者
は
誰
か
。
人
物
志
の
簽
紙
だ
け
で
は
、
會
昌
縣

知
縣
の
劉
長
景
が
府
志
の
採
択
に
備
え
て
、
自
分
の
意
見
を
附
し
た
稿
本
を
提
出

し
た
と
い
う
強
引
な
解
釈
も
可
能
で
あ
る
た
め
、
次
に
、
手
書
き
の
記
載
の
集
中

す
る
藝
文
志
に
加
え
ら
れ
た
各
種
の
記
載
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
こ
う
。

��������同
治

『

會
昌
縣
志』

を
手
に
と
っ
て
見
れ
ば
、
何
よ
り
も
先
に
、
そ
の
厖
大
な

藝
文
志
の
量
に
気
づ
く
。
東
洋
文
庫
蔵
本
で
い
え
ば
、
全
一
二
冊
の
う
ち
六
冊
が
、

巻
三
一
の
藝
文
志
一
巻
分
で
あ
り
、
頁
数
で
言
っ
て
も
約
四
割
を
占
め
て
い
る
。

し
か
も
そ
の
内
部
は

｢

文｣

と

｢

詩｣

に
大
別
さ
れ
て
い
る
以
外
に
は
、
子
目
に

分
け
る
こ
と
も
、
年
代
順
に
並
べ
換
え
る
こ
と
も
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
さ
ら
に
道

光
志
の
整
版
を
再
利
用
し
た
部
分
に
元
々
附
せ
ら
れ
て
い
た
版
心
の
丁
番

(｢
文｣

の
一
〜
一
二
六
、｢

詩｣

の
一
〜
五
一)

を
除
け
ば
、
残
り
の
半
分
で
は
丁
番
は

そ
れ
ぞ
れ
の
文
章
ご
と
に
附
せ
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
、
通
し
頁
に
当
た
る
表
記
は

存
在
し
な
い
。
こ
れ
は
、『

中
国
地
方
志
集
成』

に
影
印
さ
れ
て
い
る
通
行
本
で

も
改
め
ら
れ
て
い
な
い
。
東
洋
文
庫
蔵
本
で
は
、
文
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
版

心
に

｢

明
文｣

、｢

康
煕｣

、｢

新
増｣

な
ど
年
代
の
加
筆
が
あ
り
、
文
の
作
ら
れ
た

お
お
よ
そ
の
年
代
は
分
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
通
行
本
に
は
そ
れ
も
存
在
し
な
い
。

要
す
る
に
、
雑
多
な
文
章
が
整
理
さ
れ
る
こ
と
な
く
混
在
し
て
い
る
の
が
同
治

『

會
昌
縣
志』

の
藝
文
志
で
あ
り
、
編
纂
者
の
無
定
見
を
如
実
に
示
し
て
い
る
。

藝
文
志
に
加
え
ら
れ
た
記
載
は
、
内
容
で
は
定
型
化
さ
れ
た
表
現
が
多
く
、
し

か
も
量
が
極
め
て
多
い
た
め
、
そ
の
全
て
の
例
を
挙
げ
る
こ
と
は
し
な
い
。
こ
こ

で
は
、
東
洋
文
庫
蔵
本
の
第
七
冊
に
収
め
ら
れ
て
い
る
二
〇
篇
の
文
章
の
う
ち
、

初
め
の
九
篇
に
附
せ
ら
れ
た
簽
紙
を
例
示
し
て
検
討
し
よ
う
。

各
篇
に
は
、
本
来
は
す
べ
て

｢

小
簽｣

と

｢

長
簽｣

と
が
共
に
附
せ
ら
れ
て
い

た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
脱
落
し
て
他
篇
の
頁
間
に
紛
れ
て
い
た
り
、
簽
紙
自
体
が

失
わ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
も
の
が
あ
る
た
め
、
確
実
と
言
え
る
場
合
に
つ
い
て
の

み
復
元
し
て
あ
る

(

ａ
が

｢

小
簽｣

、
ｂ
が

｢

長
簽｣

の
記
載
を
示
す) (�)

。

①
鄭
氏
一
門
四
節
合
傳

(

王
驥)

『

中
国
地
方
志
集
成』

影
印
本
、
四
二
九
頁

ａ

○

／

似
宜
專
載
節
孝
項
下
。(｢

／｣

以
下
は
別
行
の
記)

ｂ

入
會
昌
縣
貞
節
。
大
書
鄭
凌
霄
妻
鍾
氏
、
■
孫
宗
貴
継
妻
王
氏
、
妾
陳

氏
、
玉
貴
妻
呉
氏
。
加
小
字
注
。

／

文
不
存
。(

■
は
消
字)

②
歐
陽
致
和
先
生
善
行
傳

(

王
驥)

影
印
本
、
四
三
〇
頁

ａ

査
会
邑
之
好
善
樂
施
、
惟
此
人
為
最
。
似
宜
付
善
行
項
下
、
未
識
留
録

全
傳
否
。
○

(�)

。(｢

○｣

は
追
筆)

ｂ

採
入
善
行
爲
是
。

／

文
不
存
。

③
道
光
二
十
六
年
修
建
學
宮
記

(

王
驥)

影
印
本
、
四
〇
九
頁

ａ

査
修
學
之
年
與
修
志
之
年
相
値
、
当
時
未
有
此
記
、
後
人
方
補
之
、
未

識
当
増
入
學
校
否
。

④
莊
埠
忠
勇
祠
記

(

陳
良
棟)

影
印
本
、
四
一
八
頁

(

附
簽
の
跡
は
あ
る
が
、
簽
紙
は
失
わ
れ
て
い
る)

⑤
修
白
沙
渡
序

(

劉
長
景)

影
印
本
、
四
二
〇
頁

ａ

一
渡
之
小
、
似
覚
可
刪
。
是
極
。(｢

是
極｣

は
別
人
の
追
筆)

⑥
曾
氏
雙
烈
合
傳

(

王
驥)

影
印
本
、
四
三
二
頁

ａ

此
係
明
末
之
事
、
近
年
方
補
此
傳
。
査
李
志
列
女
中
、
無
此
姓
名
、
似
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当
添
入
節
孝
項
下
録
。
○
。

⑦
鄒
量
先
先
生
孝
友
傳

(

王
驥)

影
印
本
、
四
三
二
頁

ａ

似
宜
節
録
、
以
帰
孝
友
。

ｂ

此
似
一
篇
虚
飾
酬
應
文
字
、
文
固
可
去
也
。

／

詢
之
本
邑
在
局
者
、

再
節
入
孝
友
傳
。
刪
。(｢

刪｣

字
は
追
筆)

⑧
省
垣
試
館
記

(

蕭
郁
文)

影
印
本
、
欠

ａ

似
覚
可
刪
。

ｂ

文
可
不
存
。
崔
将
會
昌
試
館
在
省
城
某
處
、
添
入
官
廨
志
附
公
所
之
後
。

⑨
鄭
紫
標
先
生
墓
誌
銘

(
王
驥)

影
印
本
四
四
〇
頁

ａ

似
覚
可
刪
。

ｂ

不
存
。

以
上
の
と
お
り
、
こ
こ
に
挙
げ
た
九
篇
は
、
い
ず
れ
も

｢

纂
修｣

の
王
驥
を
は
じ

め
と
し
て
、
同
治

『

會
昌
縣
志』

の
修
刊
当
事
者
の
作
で
あ
り
、
版
心
に

｢

新
増｣

の
記
載
の
な
い
⑥
・
⑧
例
を
含
め
て
す
べ
て
道
光
『
會
昌
縣
志』

以
降
に
追
加
さ

れ
た
文
章
で
あ
る
。
ａ
・
ｂ
の
両
記
が
揃
っ
て
い
る
場
合
に
つ
い
て
明
ら
か
な
よ

う
に
、｢

小
簽｣

と

｢

長
簽｣

と
の
記
載
内
容
は
相
互
に
関
連
し
て
お
り
、｢

小
簽｣

で
示
さ
れ
た
判
断
に
対
し
て

｢

長
簽｣

の
筆
者
の
判
断
が
示
さ
れ
る
と
い
う
関
係

に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
⑧
、
⑨
例
の
よ
う
な
同
一
の
判
断
が
示
さ
れ
て

い
る
事
例
よ
り
も
、
②
例
で
、

査
す
る
に
会
邑
の
好
善
樂
施
は
、
惟
だ
此
の
人
を
最
と
為
す
。
宜
し
く
善
行

項
下
に
付
す
べ
き
に
似
た
る
も
、
未
だ
全
傳
を
留
録
す
る
や
否
や
を
識
ら
ず

と
判
断
を
留
保
し
た

｢

小
簽｣

の
筆
者
に
対
し
て
、｢

長
簽｣

の
筆
者
が
、

善
行
に
採
入
す
る
は
是
と
爲
す
。
文
は
存
た
ず

と
裁
定
を
下
し
て
い
る
こ
と
か
ら
明
確
に
読
み
取
れ
る
。
さ
ら
に
、
⑦
例
で
は
、

｢

節
録
し
て
以
て
孝
友
に
帰
す
べ
き
に
似
た
り｣

と
当
該
文
章
か
ら
抽
出
し
て
人

物
志
孝
友
門
に
伝
を
採
入
す
べ
き
で
あ
る
と
の
判
断
を
示
し
た

｢

小
簽｣

の
筆
者

に
対
し
て
、｢

長
簽｣

の
筆
者
は
、

此
れ
一
篇
の
虚
飾
酬
應
の
文
字
に
似
て
、
文
は
固
よ
り
去
る
可
き
也
。
之
を

本
邑
の
在
局
者
に
詢
ね
再
び
孝
友
傳
に
節
入
す

と
、
い
っ
た
ん
は
、
志
局
に
関
与
す
る
會
昌
縣
人
に
事
実
を
確
認
し
た
上
で
採
用

し
よ
う
と
す
る
方
針
を
示
し
な
が
ら
、
後
に

｢

刪｣
(

採
用
し
な
い)

と
前
の
決

定
を
覆
す
追
筆
を
加
え
て
い
る
。
こ
の
や
り
と
り
は
、
書
物
自
体
が
複
数
の
人
物

の
間
を
行
き
来
す
る
間
に
行
わ
れ
た
こ
と
を
物
語
る
。
二
種
類
の
簽
紙
の
筆
者
は
、

次
の
よ
う
な
、
第
一
〇
冊
の
二
番
目
の
文
章
に
附
せ
ら
れ
た

｢

小
簽｣

と

｢

長
簽｣

と
の
内
容
か
ら
さ
ら
に
絞
り
こ
ま
れ
る
。

②
重
修
會
昌
城
記

(

曹
士
桂)

影
印
本
、
四
〇
七
頁

ａ

李
志
載
道
光
廿
二
年
知
縣
曹
士
桂
修
城
、
而
此
記
未
載
。
似
可
添
入
城

池
項
下
。

ｂ

縣
志
宜
詳
、
府
志
宜
簡
。
不
添
可
也
。

｢

小
簽｣

に
言
う

｢

李
志｣

は
、
道
光
二
八

(

一
八
四
八)

年
に
知
府
李
本
仁
を

主
修
と
し
て
刊
刻
さ
れ
た
道
光

『�
州
府
志』

を
指
し

(�)

、
他
の
簽
紙
中
に
も
頻
出

す
る
。
こ
の

｢

小
簽｣

の
趣
旨
は
、
す
で
に
前
志

(

道
光

『�
州
府
志』)

に

｢

修
城｣

の
事
実
だ
け
が
記
載
さ
れ
て
い
る
該
当
箇
所
に
、
こ
の
文
章
か
ら
摘
録

し
て
追
加
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
も
の
で
あ
る
が
、｢

長
簽｣

の
筆
者
は
、

縣
志
は
宜
し
く
詳
な
る
べ
く
、
府
志
は
宜
し
く
簡
な
る
べ
し
。
添
へ
ざ
る
も

可
也

と
、
縣
志
と
府
志
と
の
記
載
す
べ
き
基
準
の
違
い
か
ら
、｢

添
入｣

の
必
要
性
を

否
定
し
て
い
る
。
以
上
の
こ
と
は
、｢

小
簽｣

も

｢

長
簽｣

も
、
す
で
に
會
昌
縣

の
手
を
離
れ
た�
州
府
志
局
の
内
部
で
書
か
れ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

そ
こ
で
、
簽
紙
の
内
容
を
、
刊
刻
さ
れ
た
同
治

『�
州
府
志』

の
記
載
と
対
照

し
て
み
れ
ば
、
前
記
し
た
人
物
志
の
場
合
と
同
じ
く
、
両
者
が
明
確
に
対
応
し
て

い
る
こ
と
が
分
か
る
。
前
の
第
七
冊
①
例
に
附
せ
ら
れ
た

｢

長
簽｣

の
記
載
内
容

は
、
同
治

『�
州
府
志』

巻
六
二
、
人
物
志
、
列
女
、
二
七
表
に
、

鄭
凌
霄
妻
鍾
氏
、
孫
宗
貴
継
妻
王
、
妾
陳
、
玉
貴
妻
呉
氏
、
一
門
四
節
〈
縣
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志
有
傳
〉

(

〈
縣
志
有
傳
〉
は
小
字)

と
、
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
再
現
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
、
前
節
で
述
べ
た
、
縣
志
の

｢
續
輯
孝
友｣

・｢

續
輯
善
士｣

門
の
中
か
ら
府
志
の
孝
友
門
と
善
行
門
に
採
入
す

べ
き
人
物
を
抽
出
し
て
い
っ
た

｢

小
簽｣

筆
記
者
の
役
割
を
加
え
て
考
え
れ
ば
、

二
種
の
簽
紙
の
筆
者
は
、
い
ず
れ
も
府
志
局
の
中
で

｢

筆
削｣

の
権
限
を
持
つ
立

場
に
あ
っ
た
人
物
で
あ
り
、
同
治

『�
州
府
志』

の
纂
修
姓
氏
に

｢

總
修｣

と
し

て
名
を
記
す
魯�
光
と

｢

分
纂｣

と
し
て
記
す
會
昌
縣
廩
膳
生
劉
楙
森
で
あ
る
蓋

然
性
が
高
い

(�)
。

さ
ら
に
こ
こ
で
、
簽
紙
と
あ
わ
せ
て
、
こ
の
第
七
冊
の
見
返
し
裏
に
存
在
す
る

一
一
行
の
記
述
に
つ
い
て
も
述
べ
て
お
こ
う
。
全
文
は
次
の
と
お
り
で
あ
る

(�)

。

鄭
氏
一
門
四
節
傳
。

已
書
姓
名
于
貞
節
志
。

歐
陽
致
和
善
行
傳
。

已
節
録
帰
善
行
志
。

修
建
學
宮
記
。

同
事
■
已
定
稿
末
、
節
録
補
入
。(

■
は
判
読
不
能)

荘
埠
忠
勇
祠
記
。

已
節
帰
祠
廟
志
。

曾
氏
双
烈
合
傳
。

已
節
帰
烈
婦
志
。

鄒
量
先
孝
友
傳
。

刪
去
。

無
實
行
可
據
。

省
垣
試
館
記
。

已
節
帰
官
廨
志
。

蕭
弼
諧
妻
鄒
氏
傳
。

已
補
姓
氏
于
貞
節
志
。

周
継
修
兄
弟
忠
義
傳
。

已
節
入
忠
義
。

胡
盛
隆
兄
弟
善
行
傳
。

査
縣
志
善
行
志
、
無
此
姓
名
、
傳
中
亦
無
大
善
可

據
。
故
刪
之
。

重
建
蓮
峯
寺
記
。

已
節
入
祠
廟
志
。

こ
の
う
ち
最
初
の
七
項
は
、
前
記
し
た
九
例
の
内
の
①
・
②
・
③
・
④
・
⑥
・
⑦
・

⑧
例
に
対
応
し
、
こ
れ
ら
が
、
簽
紙
を
貼
っ
て
採
入
を
決
め
た
各
項
に
つ
い
て
、

そ
の
後
、
志
稿
を
作
る
過
程
で
行
わ
れ
た
処
理
を
ま
と
め
て
記
し
た
も
の
で
あ
る

こ
と
は
、
刊
刻
さ
れ
た
同
治

『�
州
府
志』

の
該
当
箇
所
と
対
照
し
て
確
認
で
き

る
。

注
意
す
べ
き
は
第
七
冊
の
一
四
番
目
の
文
章
の
場
合
で
あ
り
、
前
に
な
ら
っ
て

示
し
た

｢

簽
紙｣

の
記
載
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

⑭
胡
公
隆
盛
隆
興
兄
弟
善
行
合
傳

(

王
驥)

影
印
本
、
四
四
七
頁

ａ

文
大
煩
瑣
、
似
不
如
節
録
之
、
以
歸
善
行
項
下
。

ｂ

節
入
善
行
。

｢

長
簽｣

に

｢

文
不
存｣

の
文
字
は
な
い
が
、
意
味
す
る
こ
と
は
前
の
②
例
と
同

じ
く
、
文
章
自
体
は
府
志
の
藝
文
志
に
採
入
し
な
い
も
の
の
、
そ
こ
か
ら
事
実
を

抽
出
し
て
人
物
志
の
善
行
門
に
伝
を
立
て
る
と
決
め
た
こ
と
を
読
み
取
れ
る
。
と

こ
ろ
が
、
見
返
し
裏
に
は
、

縣
志
善
行
志
を
査
す
る
に
、
此
の
姓
名
無
く
、
傳
中
に
亦
た
大
善
の
據
る
可

き
無
し
。
故
に
之
を
刪
る

と
あ
っ
て
、
會
昌
縣
志
の
善
行
志

(

正
し
く
は
、
人
物
志
、
善
士
門)

自
体
に
立

傳
さ
れ
て
い
な
い
人
物
を
府
志
に
採
入
す
る
必
要
は
な
い
と
、
簽
紙
の
決
定
を
変

更
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
編
纂
者
以
外
の
判
断
が
加
わ
っ
た
と
い
う
よ

り
は
、
編
纂
者
自
身
が
縣
志
の

｢

續
輯
善
士｣

門
か
ら
府
志
の
善
行
門
に
採
入
す

べ
き
人
物
を
選
び
出
し
て
い
く
過
程
で
、
九
五
名
も
の
多
く
を
濫
挙
す
る

『

會
昌

縣
志』

に
胡
隆
盛
が
載
っ
て
い
な
い
事
実
に
気
づ
い
て
、
前
の
決
定
を
翻
し
た
と

い
う
解
釈
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

藝
文
志
の
他
の
文
章
に
附
せ
ら
れ
た
簽
紙
も
、
府
呈
稿
本
に
対
す
る�
州
府
志

局
の
対
応
と
し
て
理
解
で
き
る
。
東
洋
文
庫
蔵
本
の
第
八
、
九
、
一
一
、
一
二
冊

へ
の
附
簽
は
、
第
七
冊
お
よ
び
第
一
〇
冊
へ
の
附
簽
に
比
べ
て
簡
略
で
あ
り
、
そ

れ
は
、
前
の
四
冊
が�
州
府
の
前
志
で
あ
る

｢

李
志｣

(

道
光

『�
州
府
志』)

の

刊
刻
よ
り
も
前
に
書
か
れ
た
文
章
を
収
載
し
た
部
分
で
あ
る
こ
と
を
理
由
と
し
て

い
る
。
四
冊
に
共
通
し
て
、
第
一
二
冊
後
半
の

｢

詩｣

類
を
除
き
、｢

文｣

類
に

附
せ
ら
れ
た
約
一
セ
ン
チ
幅
の

｢

小
簽｣

の
記
載
は
、
全
て

｢

李
志
未
載｣

と
い

う
同
文
で
あ
る
。
ま
た
、｢

小
簽｣

が
附
さ
れ
て
い
な
い
文
章
の
大
半
の
上
部
に

は

｢

李
志
載｣
と
い
う
朱
印
が
押
さ
れ
た
上
、
印
下
に

｢

祠
廟｣

、｢

藝
文｣

、｢

寺
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觀｣

な
ど
の
墨
記
が
あ
り
、
か
つ
、
朱
印
の
押
さ
れ
た
頁
に
は
い
ず
れ
も
簽
紙
を

剥
が
し
た
痕
跡
が
残
さ
れ
て
い
る

(�)

。｢

長
簽｣

は
、
そ
の
本
来
の
箇
所
か
ら
脱
落

し
た
も
の
を
含
め
、｢

李
志
未
載｣

の

｢

小
簽｣

に
対
応
し
て
附
せ
ら
れ
て
い
た

と
判
断
で
き
る
。
こ
こ
で
は
、
道
光

『�
州
府
志』

の
中
に
、
各
篇
の
文
章
に
該

当
す
る
記
載
が
存
在
す
る
か
し
な
い
か
が
、｢

小
簽｣

の
筆
者
の
手
で
ま
ず
点
検

さ
れ
た
の
で
あ
り
、
記
載
が
存
在
し
な
い
文
章
に
つ
い
て
の
み
、｢

長
簽｣

の
筆

者
が
取
捨
を
判
断
し
た
と
い
う
展
開
が
あ
っ
た
こ
と
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

｢

長
簽｣

の
内
容
も
、
第
一
一
冊
を
例
に
と
れ
ば
、
第
八
番
目
の

｢

沈
仲
孚
詩
集

序

(

蕭
師
諤)｣

(

影
印
本
、
三
一
一
頁)

、
第
一
九
番
目
の

｢

冠
嶺
山
房
記

(

文

在
茲)｣

(

影
印
本
、
三
二
一
頁)
、
第
二
六
番
目
の

｢

與
副
使
朱
公
賑
飢
書

(

呉

湘
皋)｣

(

影
印
本
、
三
二
六
頁)
に
、
そ
れ
ぞ
れ
、

不
存
。
至
劉
美
在
別
業
記
、
皆
不
存
。

不
存
。
下
篇
皆
不
存
。

不
存
。
至
呉
之
章

と
あ
る
よ
う
に
、
数
篇
を
ま
と
め
て
収
載
し
な
い
と
い
う
結
論
を
簡
潔
に
記
す
だ

け
で
あ
る
。

以
上
の
と
お
り
、
東
洋
文
庫
蔵
本
の
藝
文
志
に
附
せ
ら
れ
た
簽
紙
類
の
記
載
は
、

會
昌
縣
か
ら
の
府
呈
稿
本
に
対
し
て
、�
州
府
志
局
の
内
で
次
の
よ
う
に
対
応
し

た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
ず

｢

小
簽｣

の
筆
者
が
、
縣
志
に
収
載
さ
れ
た
各
篇

に
つ
い
て
、
道
光

『�
州
府
志』

刊
刻
以
前
の
作
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
に
掲
載
さ

れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
点
検
し
た
。
そ
の
上
で
未
載
の
文
章
お
よ
び
道
光
志
以
降

の
作
に
つ
い
て
、｢

小
簽｣

の
筆
者
は
そ
れ
ぞ
れ
の
文
章
を
読
み
、
当
該
文
章
を

同
治

『�
州
府
志』

の
藝
文
志
に
採
録
す
べ
き
か
否
か
、
文
章
中
か
ら
事
実
を
抽

出
し
て
藝
文
志
以
外
の
志
文
の
素
材
と
す
る
か
否
か
を
判
断
し
、
こ
れ
に
対
し
て

｢

長
簽｣

の
筆
者
が
裁
定
し
て
い
っ
た
。
そ
の
後
、
お
そ
ら
く
は

｢

小
簽｣

の
筆

者
の
手
で
裁
定
内
容
に
添
っ
て
志
文
が
作
成
さ
れ
た
上
、
簽
紙
の
集
中
す
る
第
七

冊
と
第
一
〇
冊
の
見
返
し
裏
に
、
行
っ
た
処
理
内
容
が
ま
と
め
て
記
載
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
を
行
っ
た
の
は
、
同
治

『�
州
府
志』

の

｢

總
修｣

で
あ
っ
た
魯�
光
と

｢

分
纂｣

の
一
人
で
あ
っ
た
劉
楙
森
で
あ
ろ
う
と
い
う
の
が
、
小
論
で
の
判
断
で

あ
る
。������第

一
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、�
州
府
に
お
い
て
同
治
九

(

一
八
七
〇)

年
な
い

し
一
〇
年
の
時
点
で
省
と
府
に
提
出
さ
れ
た
の
は
、
省
志

(

通
志)

と
府
志
と
を

編
纂
す
る
た
め
の
素
材
で
あ
り
、
廰
・
縣
に
と
っ
て
は

｢

稿
本｣

で
あ
っ
て
、
刊

刻
さ
れ
た
廰
・
縣
志
に
至
る
前
段
階
の
も
の
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
た

め
、
九
江
府
瑞
昌
縣
の
例
で
は
、
同
治
一
〇
年
に
刊
刻
さ
れ
た
縣
志
の
序
文
に
知

縣
姚
暹
は
こ
と
さ
ら｢

省
呈
稿
本｣

と
注
記
し
、
同
書
の｢

纂
修｣

の
一
人
で
あ
っ

た
馮
士
傑
の
跋
に
は
、

越
て
今
歳
辛
未
秋
七
月
、
省
稿
既
に
呈
し
、
接
で
縣
志
を
修
む
。
事
は
更
に

詳
を
加
へ
、
文
は
尤
も
劇
を
増
す

と
、｢

省
稿｣

を
呈
し
た
後
に
、｢

縣
志｣

を
編
纂
し
た
と
、
両
者
を
区
別
し
て
記

さ
れ
て
い
る

(�)

。

同
治

『

瑞
昌
縣
志』

の

｢

省
呈
稿
本｣

と
刊
本
と
の
間
に
ど
の
よ
う
な
違
い
が

あ
る
の
か
確
か
め
る
方
法
は
な
い
が
、
江
西
省
内
の
府
・
州
・
縣
の
一
部
に
、
期

限
を
決
め
て
提
出
を
義
務
づ
け
ら
れ
た

｢

省
呈

(

府
呈)

稿
本｣

を
不
十
分
な
も

の
と
考
え
る
見
方
が
あ
っ
た
こ
と
は
、『

吉
安
府
志』

の
編
纂
に
当
た
っ
た
劉
繹

の
次
の
よ
う
な
言
葉
か
ら
見
て
と
れ
る

(�)

。

甲
戌

(

同
治
一
三
年)

の
冬
に
於
て
彙
繕
し
て
稿
を
成
し
、
省
局
に
解
送
す
。

然
ど
も
期
限
に
迫
ら
れ
、
僅
か
に
各
屬
の
鈔
本
に
據
り
、
倉
猝
に
書
を
呈
す

れ
ば
、
實
に
未
だ
完
備
な
ら
ず
。

そ
の
た
め
、
劉
繹
は
そ
の
後
、
稿
本
に
精
密
な
校
訂
を
加
え
て
、
光
緒
二

(

一
八

七
六)

年
に
よ
う
や
く
刊
刻
す
る
に
至
っ
た
と
書
い
て
い
る
。
同
様
の
事
例
は
、
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吉
安
府
萬
安
縣
に
お
い
て
も
見
ら
れ
る
。
同
治

『

萬
安
縣
志』

に
、
同
治
一
二

(
一
八
七
三)

年
の
刊
記
が
あ
る
原
刊
本
と

｢

光
緒
三
年
重
校
正｣

と
加
刻
さ
れ

た
重
校
本
と
の
二
種
類
の
版
本
が
存
在
す
る
こ
と
は
広
く
知
ら
れ
て
い
る

(�)

が
、
前

者
が

｢
省
呈

(

府
呈)

稿
本｣

を
そ
の
ま
ま
刊
刻
し
た
も
の
で
あ
っ
た
ら
し
い
こ

と
は
、
校
訂
に
当
た
っ
た
謝
觀
國
の
次
の
文
か
ら
窺
わ
れ
る

(�)

。

…
…
遷
延
す
る
こ
と
數
載
、
上
憲
の
稿
本
を
催
す
る
こ
と
甚
だ
緊
し
く
、
是

に
於
て
勉
め
て
將
就
を
作
す
。
計
慎
し
ま
ざ
る
に
非
ざ
る
也
、
實
に
艱
難
に

し
て
已
む
を
獲
ざ
る
所
有
れ
ば
也
。
鐫、
刻、
の
後
、
周
邑
侯

(

周
之�)
勤
め

て
披
閲
を
加
へ
、
其
の
間
に
魯
魚
帝
虎
の
舛
錯
な
る
者
固
よ
り
多
く
、
而
も

闕
畧
遺
漏
し
て
郭
公
夏
五
の
類
の
若
き
者
有
る
も
亦
た
復
た
少
な
か
ら
ざ
る

を
見
る
。
爰
に
我
が
同
人
を
集
め
、
再
三
校
正
し
、
譌
を
訂
し
遺
を
補
ひ
、

妥
善
な
る
を
期
す
。
…
…
稿
既
に
成
り
、
又
、
費
に
艱
む
を
以
て
、
而
し
て

姑
く
爲
に
之
を
置
く
。
今
年

(

光
緒
三
年)

春
、
周
邑
侯
任
將
に
陞
擢
せ
ら

れ
ん
と
し
て
、
其
の
廢
弛
に
終
る
を
恐
れ
、
力
め
て
補
刊
を
籌
り
、
始
め
て

竣
功
す
る
を
得
。
併
せ
て
闔、
邑、
に、
示、
諭、
し、
、
前、
に、
領、
す、
る、
所、
の、
舊、
本、
を、
將、
て、

新、
書、
に、
投、
換、
し
、
以
て
信
史
を
昭
ら
か
に
せ
し
む
。
其
の
未
だ
換
へ
ざ
る
者
、

即
ち
廢
書
と
作
し
、
此
に
據
り
て
以
て
口
實
と
爲
す
を
得
ず
、
と
。(

傍
点

小
林)

上
級
地
方
官

(

省
お
よ
び
府)

に
よ
る
稿
本
呈
出
の
督
促
に
対
し
て

｢
將
就｣

(

そ
の
場
し
の
ぎ
の
間
に
合
わ
せ)

と
し
て
作
ら
れ
た
稿
本
を

｢

鐫
刻｣
し
た
後

に
、
文
字
伝
写
の
誤
り
や
脱
落
に
気
づ
い
た
萬
安
縣
知
縣
周
之�
は
、
謝
觀
國
ら

に
校
訂
を
委
ね
、
光
緒
三
年
に
な
っ
て

｢

新
書｣

が
完
成
し
た
。
こ
の
時
あ
わ
せ

て
縣
内
に
告
示
し
て
、｢

舊
本｣

(

原
刊
本
で
あ
ろ
う)

を

｢

新
書｣

(

重
校
本)

に
交
換
す
る
こ
と
を
命
じ
た
こ
と
か
ら
も
、｢

省
呈
稿
本｣

を
刊
刻
し
流
布
し
た

と
考
え
ら
れ
る
原
刊
本
は
、
該
志
の

｢

總
纂｣

で
あ
っ
た
周
之�
自
身
に
と
っ
て

も
、
縣
志
の
定
本
と
い
う
に
は
ほ
ど
遠
い
未
完
成
の
書
と
見
な
さ
れ
て
い
た
の
で

あ
ろ
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
光
緒

『

吉
安
府
志』

や
同
治

『

萬
安
縣
志』

の
よ
う
に
、

｢

省
呈

(

府
呈)

稿
本｣

に
校
核
を
加
え
て
府
志
や
縣
志
を
完
成
さ
せ
る
と
い
う

方
法
が
、
他
の
多
く
の
府
・
州
・
縣
で
も
採
ら
れ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
む
し

ろ
、
そ
れ
が
特
殊
な
、
管
轄
府
・
州
・
縣
に
お
け
る
地
方
志
の
編
纂
に
対
し
て
特

別
な
関
心
を
持
つ
地
方
官
の
下
で
の
例
で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
第
一
次
稿
本
か
ら

刊
刻
に
至
る
過
程
が
重
視
さ
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
通
常
は
、
刊
刻
経
費
を
賄
う
財

源
を
確
保
す
る
と
い
う
最
大
の
問
題
が
解
決
さ
れ
る
な
ら
ば
、
稿
本
は
は
る
か
に

簡
略
な
手
順
で
刊
刻
に
移
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、｢

省
呈

(

府
呈)

稿
本｣

か
ら
刊
本
に
至
る
過
程
を
、
次
の
よ
う
に
述

べ
る
地
方
志
の
序
文
が
あ
る

(�)

。

現
ま
劉
中
丞
の
通
省
の
志
を
修
む
る
を
奉
じ
、
規
條
を
頒
發
し
、
各
屬
に
飭

し
て
縣
志
を
籌
修
せ
し
め
、
稿
を
繕
ひ
呈
核
し
て
發
刊
せ
し
む
。

す
な
わ
ち
、
こ
こ
で
は
、
稿
本
は
繕
本

(

写
本)

の
形
態
で
上
呈
し
、
上
級
地
方

官
の

｢

核｣
(

審
査)

を
受
け
た
う
え
で
刊
刻
す
る
と
い
う
解
釈
に
立
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
他
の
多
く
の
府
・
州
・
縣
志
が

｢

備
採｣

(

省
志
や
府
志
の
採
択)

の

た
め
に
呈
す
る
と
言
っ
て
お
り
、
実
際
に
、
同
治

『

會
昌
縣
志』

は
大
半
が
刊
刻

さ
れ
た
形
態
で�
州
府
志
局
に
渡
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
該
序
文
で
の

｢

呈
核｣

の
語
句
に
厳
密
な

｢�
定｣

の
意
味
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
同
治

『

會
昌

縣
志』

に
お
け
る
、
府
呈
稿
本
と
、『

中
国
地
方
志
集
成』

な
ど
通
行
刊
本
と
の

関
係
を
見
れ
ば
、
こ
の
こ
と
は
さ
ら
に
明
確
で
あ
る
。

同
治

『

會
昌
縣
志』

の
府
呈
稿
本
に
対
し
て
、�
州
府
志
局
の
内
部
で
行
わ
れ

た
編
纂
者
ら
に
よ
る
検
討
は
、
定
本
と
し
て
刊
刻
さ
れ
た
通
行
本
の
内
容
に
対
し

て
全
く
影
響
し
な
か
っ
た
。

�
州
府
志
局
の
内
部
に
お
い
て
、
同
治

『

會
昌
縣
志』

の
府
呈
稿
本
に
対
し
て

行
わ
れ
た
検
討
は
、
人
物
志
の
一
部
と
藝
文
志
を
対
象
と
す
る
限
ら
れ
る
範
囲
の

も
の
で
あ
っ
た
と
は
言
え
、
そ
こ
か
ら
窺
わ
れ
る
評
価
は
相
当
に
手
厳
し
い
も
の

で
あ
っ
た
。
前
述
し
た
通
り
、｢

續
輯
孝
友｣

門
に
は
、
生
存
人
物
が
立
伝
さ
れ
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て
い
る
と
い
う
三
点
の
指
摘
の
ほ
か
、
忠
義
門
と
の
重
複
掲
載
が
一
点
指
摘
さ
れ

て
い
る
が
、
同
様
の
重
載
の
指
摘
は
、
東
洋
文
庫
蔵
本
第
五
冊
の
列
女
志
に
も
存

在
す
る
。
節
孝
門
、
三
四
裏
の

｢

劉
氏
。
張
世
良
妻｣

の
上
部
欄
外
に

｢

重
出｣

と
書
き
込
ま
れ
て
い
る
ほ
か
、
節
婦
門
、
二
七
裏
の

｢

龍
氏
。
文
漁
斯
妻｣

に

｢

龍
氏
前
見
、
重
出｣

、
三
二
裏
の

｢

凌
氏
。
王
四
福
妻｣

に

｢

舊
志
見
、
重
出｣

と
い
う

｢

小
簽｣
が
そ
れ
ぞ
れ
附
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
重
載
は
、『

中
国
地

方
志
集
成』

本
で
龍
氏
の
一
方
の
記
載
が
削
ら
れ
て
い
る
ほ
か
は
、
他
は
そ
の
ま

ま
の
形
で
再
現
さ
れ
て
い
る

(�)
。
こ
の
こ
と
は
、
府
志
局
に
お
け
る
誤
載
の
指
摘
が

會
昌
縣
側
に
伝
え
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
府
志
局
で

見
つ
か
っ
た
四
例
の
う
ち
一
例
し
か
見
つ
け
ら
れ
な
か
っ
た
程
度
に
、
會
昌
縣
志

局
に
お
け
る
稿
本
に
対
す
る
校
訂
が
杜
撰
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
反
映
し
て
い

る
。生

存
人
物
の
立
伝
に
関
し
て
は
、
こ
れ
と
意
味
が
異
な
る
。
東
洋
文
庫
蔵
本
第

一
〇
冊
の
一
九
番
目
の
文
章
に
附
せ
ら
れ
た
簽
紙
の
記
載
を
、
前
と
同
じ
要
領
で

示
す
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

⑲
劉
北
斗
孝
子
入
洪
涛
救
母
記

(

張
汝
霖)

影
印
本

な
し

ａ

劉
孝
子
其
人
猶
存
。
似
宜
緩
載
、
以
待
後
之
君
子
。

ｂ

(

上
部
破
損)

新
舊
凡
例
、
皆
■
■
也
。

｢

長
簽｣

は
そ
の
約
半
分
を
欠
如
し
、
か
つ
判
読
で
き
る
文
字
数
が
少
な
い
が
、

劉
北
斗
が
生
存
人
物
で
あ
る
た
め
、
今
回
は
掲
載
を
見
合
わ
せ
、
後
年
の
府
志
編

纂
者
の
判
断
に
委
ね
よ
う
と
い
う

｢

小
簽｣

の
筆
者
の
意
見
に
対
し
て
、
新
舊
の

府
志
の
凡
例
を
引
い
て
裁
定
を
下
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
同
治

『�
州
府
志』

の
凡
例
に
は
該
当
項
目
は
無
い
が
、
同
治
志
が
基
本
的
な
編
纂
方

針
を
継
承
し
た
李
志

(

道
光
志)

の
凡
例
に
は
、

名
宦
及
び
本
地
の
人
物
、
生
前
は
書
か
ず
。
節
婦
、
例
に
合
し
旌
を
請
へ
ば

則
ち
之
を
書
く
。
皆
な
謝
志
の
例
也

と
あ
っ
て
、
李
志
が
依
拠
す
る
明
末
の
天
啓
元

(

一
六
二
一)

年
に
謝
詔
が
編
纂

し
た
舊
志
を
引
い
て
、
生
人
を
立
伝
し
な
い
こ
と
を
明
示
し
て
い
る

(�)

。
前
述
し
た

と
お
り
、
同
治

『�
州
府
志』

は
、
東
洋
文
庫
蔵
本
の
續
輯
孝
友
門
に
生
存
人
物

で
あ
る
と
注
記
し
た
人
物
を
府
志
に
収
載
し
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
張
汝
霖

の
文
に
対
す
る

｢

長
簽｣

の
判
断
も
立
伝
を
否
定
す
る
内
容
で
あ
っ
た
と
見
て
よ

い
だ
ろ
う
。

こ
れ
に
対
し
て
、
同
治

『

會
昌
縣
志』

を
編
纂
し
た
王
驥
ら
に
は
、｢

生
人
不

立
伝｣

を
方
針
と
し
て
い
た
形
跡
が
な
い
。
生
存
人
物
で
あ
る
こ
と
を
熟
知
し
つ

つ
、
府
呈
稿
本
の
記
載
を
撤
回
し
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。
府
志
局
で
問
題
に
さ

れ
た
劉
北
斗

(

光
斗
と
改
名)

は
、
縣
内
僻
地
の
生
死
の
不
明
な
老
人
で
は
な
く
、

川
に
飛
び
込
ん
で
母
を
救
っ
た
と
い
う
、
同
治
九

(

一
八
七
〇)

年
の
時
点
で
一

二
歳
の
少
年
で
あ
り
、
そ
の
行
為
に
よ
り
現
任
の
會
昌
縣
知
縣
劉
長
景
と�
州
府

知
府
魏
瀛
か
ら
表
彰
さ
れ
た
こ
と
が
、
伝
記
の
中
味
で
あ
る
。
知
府
魏
瀛
に
賜
っ

た
劉
光
斗
の
名
で
立
て
ら
れ
た
そ
の
伝
記
は
府
呈
稿
本
を
む
し
ろ
増
補
し
た
も
の

で
あ
る

(�)

。
そ
の
一
方
で
、
第
一
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
知
縣
劉
長
景
の
事
蹟
は
本

人
の
要
求
を
受
け
入
れ
て
秩
官
志
か
ら
削
除
し
て
い
る
か
ら
、
生
死
に
関
わ
ら
ず

志
書
に
遺
す
べ
き
は
遺
す
と
い
う
明
確
な
編
纂
方
針
と
採
稿
基
準
が
保
持
さ
れ
て

い
た
わ
け
で
も
な
か
っ
た
。

さ
ら
に
、
道
光
志
の
記
載
に
対
し
て
道
光
以
降
を
補
載
し
た

｢

續
輯｣

部
分
の

占
め
る
比
率
で
言
え
ば
、
道
光
以
前
の
累
計
で
あ
る

｢

孝
友｣

門
に
は
三
五
人
が

立
伝
さ
れ
て
い
た
が
、｢

續
輯
孝
友｣

門
に
は
府
呈
稿
本
の
時
点
で
一
七
人
が
新

た
に
立
伝
さ
れ
、『

中
国
地
方
志
集
成』

影
印
の
通
行
本
で
は
さ
ら
に
三
人
が
増

載
さ
れ
て
い
る
。｢

善
士｣

門
で
は
、
醵
金
者
リ
ス
ト
に
姓
名
が
載
る
だ
け
の
人

物
を
除
き
、
一
行
以
上
の
記
載
の
あ
る
人
物
が
五
一
人
で
あ
る
の
に
対
し
て
、

｢
續
輯
善
士｣

門
で
九
五
人
が
新
た
に
増
載
さ
れ
て
い
る
。�
州
府
志
局
で
、
孝

友
に
適
合
す
る
事
蹟
が
な
い
こ
と
を
理
由
に
収
載
さ
れ
な
か
っ
た
事
例
を
合
わ
せ

て
考
え
る
と
、
人
物
志
へ
の
載
入
に
お
い
て
は
、
各
人
の
事
蹟
を
検
討
し
、
採
る

べ
き
基
準
に
照
ら
し
て
収
載
人
物
を
決
め
て
い
っ
た
と
言
う
よ
り
は
、
無
定
見
に
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｢

濫
収｣

し
て
い
っ
た
結
果
が
こ
こ
に
表
れ
て
い
る
と
言
え
る
。

次
に
、
巻
三
一
、
藝
文
志
の
内
容
に
移
ろ
う
。
前
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、�
州

府
志
局
で
附
せ
ら
れ
た
簽
紙
類
の
記
載
は
、
府
志
を
編
纂
す
る
立
場
か
ら
そ
の
内

容
を
検
討
し
て
、
文
章
自
体
を
府
志
の
藝
文
志
に
載
入
す
る
か
否
か
を
判
定
す
る

と
と
も
に
、
文
章
の
中
か
ら
事
蹟
を
拾
い
出
し
て
、
府
志
の
藝
文
志
以
外
の
記
載

に
用
い
よ
う
と
す
る
作
業
の
過
程
で
書
か
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
こ
で
の

評
価
か
ら
、
そ
の
ま
ま
縣
志
の
藝
文
志
に
載
入
す
る
こ
と
の
当
否
を
判
定
す
る
こ

と
は
妥
当
で
は
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
前
出
し
た
事
例
で
言
え
ば
、
東
洋
文
庫
蔵
本

第
七
冊
中
の
、
⑤
劉
長
景
作

｢
修
白
沙
渡
序｣

に
対
す
る

｢

一
渡
の
小
、
刪
す
可

き
を
覚
ゆ
る
に
似
た
り｣

と
書
い
た
小
簽
筆
者
の
判
断
に
、｢

是
極｣
(

極
め
て
妥

当
で
あ
る)

と
追
記
す
る
だ
け
で
処
理
し
た
長
簽
筆
者
の
態
度
や
、
⑦
王
驥
作

｢

鄒
量
先
先
生
孝
友
傳｣

に
対
す
る
長
簽
筆
者
の

｢

此
、
一
篇
の
虚
飾
酬
應
の
文

字｣

と
い
う
評
語
な
ど
に
、
會
昌
縣
志
局
の
当
事
者
で
も
あ
る
劉
長
景
や
王
驥
が

こ
れ
を
見
れ
ば
、
そ
こ
に
縣
志
に
載
入
す
る
に
値
し
な
い
文
章
で
あ
る
と
い
う
非

難
の
意
を
読
み
取
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
何
よ
り
も
、｢

似
覚

可
刪｣

、｢

文
不
存｣

と
い
う
短
句
で
次
々
に
処
理
さ
れ
て
い
く
雜
文
の
累
積
自
体

が
、
會
昌
縣
志
に
対
す
る
府
志
局
編
纂
者
た
ち
の
低
い
評
価
を
示
し
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
推
測
を
重
ね
て
い
く
方
法
に
は
限
界
が
あ
り
、

こ
こ
で
は
、
確
か
な
事
実
に
基
づ
い
て
検
討
を
進
め
よ
う
。

東
洋
文
庫
蔵
本
の
藝
文
志
六
冊
に
は
、｢

詩｣

類
を
除
い
て
一
四
八
篇
の

｢
文｣

が
収
載
さ
れ
て
い
る
。
道
光
志
に
収
載
さ
れ
て
い
た
六
六
篇

(

第
八
・
九
冊
所
収)

に
加
え
て
、
道
光
志
に
未
載
の

｢

明
代｣

か
ら

｢

道
光｣

年
間
ま
で
の
作
五
六
篇

が
補
載

(

第
一
一
・
一
二
冊
の
全
部
お
よ
び
第
七
・
一
〇
冊
の
一
部)

さ
れ
、
さ

ら
に
近
年
の
作
二
六
篇
が
増
載

(

第
七
・
一
〇
冊
の
過
半)

さ
れ
た
た
め
に
、
こ

の
よ
う
に
大
部
の
構
成
と
な
っ
た
。

こ
の
藝
文
志
に
つ
い
て
、
東
洋
文
庫
蔵
本
の
巻
頭
に
あ
る
凡
例

(『

中
国
地
方

志
集
成』

本
の
凡
例
と
は
別
文)

に
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
興
味
深
い
記
述
が
存
在

す
る

(�)

。一
、
舊、
志、
の、
藝、
文、
を、
採、
刻、
す、
る、
こ、
と、
、
之、
を、
太、
だ、
濫、
に、
失、
す、
。
今
は
惟
だ
政

治
、
風
土
、
宦
績
、
名
教
に
關
り
有
る
者
の
み
、
方
め
て
登
載
を
行
ひ
、

其
の
尋
常
の
吟
咏
及
び
往
來
酬
酢
の
諸
作
詩
文
は
、
佳
と
雖
ど
も
概
ね
刪

削
す
る
に
從
ふ
。(

傍
点
は
小
林)

｢

政
治
、
風
土
、
宦
績
、
名
教｣

に
関
係
す
る
文
章
だ
け
を
登
載
す
る
と
い
う
後

段
の
記
載
は
、
多
少
の
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
あ
る
も
の
の
、
多
く
の
地
方
志
の

凡
例
中
に
頻
出
し
、
ま
た
実
際
に
取
捨
の
基
準
は
主
観
的
で
曖
昧
な
も
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
こ
こ
で
は
そ
れ
が
、｢

舊
志｣

(

道
光
志)

の
藝
文
志
に
対
す
る

｢

濫｣

収
と
い
う
評
価
、
す
な
わ
ち
、｢

政
治
、
風
土
、
宦
績
、
名
教｣

に
関
わ
ら
な
い

雑
多
な
文
章
が
む
や
み
に
収
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
対
す
る
否
定
的
判
断
と
結
び

つ
け
て
提
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
単
な
る
一
般
的
な
凡
例
の
記
載
と
は

違
っ
た
意
味
を
も
っ
て
く
る
。
す
な
わ
ち
、
會
昌
縣
志
局
の
編
纂
担
当
者
の
間
で
、

道
光
志
と
は
違
っ
た
、
収
載
文
を
厳
選
し
た
藝
文
志
を
編
む
こ
と
が
、
い
ず
れ
か

の
時
点
で
一
度
は
確
認
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
れ
は
、
ど
の
時
点
で
の
こ

と
で
、
ど
の
時
点
ま
で
自
覚
さ
れ
て
い
た
の
か
。
た
し
か
に
、
経
費
と
工
期
を
き

り
つ
め
る
た
め
に
、
道
光
志
の
整
版
を
そ
の
ま
ま
利
用
す
る
原
則
と
両
立
さ
せ
よ

う
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
う
し
た
方
針
は
補
載
と
増
載
の
部
分
に
限
定
し
て
適
用
す

る
こ
と
に
な
り
、
道
光
志
の
原
載
部
分
と
バ
ラ
ン
ス
を
欠
く
結
果
と
な
る
こ
と
は

目
に
見
え
て
い
る
。
そ
れ
で
も
、
府
呈
稿
本
を
刊
刻
し
た
時
点
で
は
、
収
載
文
を

厳
選
す
る
意
向
が
ま
だ
生
き
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
藝
文
志
の
補
載
と
増
載
の

文
章
で
だ
け
、
篇
ご
と
に
必
ず
新
し
い
刻
板
の
最
初
の
行
か
ら
始
め
、
全
体
の
通

し
頁
を
振
ら
ず
丁
番
を
篇
ご
と
に
つ
け
る
と
い
う
、
変
則
的
で
分
か
り
に
く
い
方

式
を
採
用
し
た
の
は
、
少
な
く
と
も
同
時
点
ま
で
は
、
稿
本
の
収
載
文
を
後
に
削

除
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
た
か
ら
に
違
い
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
問
題
は
、
府
呈
稿
本
の
杜
撰
さ
を
確
認
す
る
こ
と
だ
け
に
留
ま

ら
ず
、
多
く
の
誤
り
や
遺
漏
、
あ
る
い
は
不
適
切
な
収
載
を
含
む
未
完
成
の
稿
本
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か
ら
、
完
成
品
と
し
て
の
縣
志
が
作
ら
れ
て
い
く
過
程
こ
そ
が
検
討
さ
れ
る
べ
き

で
あ
る
が
、
こ
れ
を
具
体
的
に
示
す
史
料
は
な
い
。
そ
の
た
め
、
こ
こ
で
は
、
東

洋
文
庫
蔵
本
と

『

中
国
地
方
志
集
成』

本
と
の
内
容
を
比
較
し
、
両
者
の
違
い
を

検
討
し
て
み
よ
う
。

定
本
と
し
て
通
行
す
る

『

中
国
地
方
志
集
成』

本
で
は
、
巻
頭
の
凡
例
は
差
し

替
え
ら
れ
、
藝
文
志
に
つ
い
て
の
記
載
は
、｢

通
志
章
程｣

に
示
さ
れ
て
い
る
藝

文
志
内
へ
の

｢

書
籍
・
金
石｣

の
載
入
に
つ
い
て
、
會
昌
縣
内
に
採
る
べ
き
作
が

無
い
た
め
記
さ
な
か
っ
た
と
述
べ
た
こ
と
に
続
け
て
、
東
洋
文
庫
蔵
本
所
載
の
凡

例
記
載
に
当
た
る
内
容
は
、
次
の
よ
う
に
改
め
ら
れ
て
い
る

(�)
。

又
、
此
次
登
す
る
所
の
詩
文
は
、
凡
そ
地
方
に
關
り
有
る
者
始
め
て
選
に
入

れ
、
餘
は
則
ち
名
人
の
手
筆
、
間
々
一
、
二
を
取
る
。

前
記
し
た
府
呈
稿
本
の
凡
例
の
記
載
に
比
べ
、
い
っ
そ
う
抽
象
的
で
収
載
基
準
の

あ
い
ま
い
な
表
現
に
変
わ
っ
て
い
る
が
、
何
よ
り
も

｢

舊
志
採
刻
藝
文
、
失
之
太

濫｣

の
句
が
消
え
た
こ
と
の
意
味
は
大
き
い
。
東
洋
文
庫
蔵
本
の
段
階
で
も
、
凡

例
の
記
載
に
反
し
て
、
実
際
に
藝
文
志
中
に
収
載
さ
れ
て
い
る
文
章
類
は
、｢

濫｣

収
と
評
し
た
道
光
志
と
変
わ
ら
な
い
ど
こ
ろ
か
、
む
し
ろ
そ
れ
を
い
っ
そ
う
増
幅

す
る
状
態
に
あ
っ
た
が
、
し
か
し
そ
れ
は
ま
だ
未
定
稿
本
の
段
階
で
あ
り
、
そ
の

後
に
収
載
文
を
厳
選
し
て
い
く
余
地
は
残
さ
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
定
本
と
し

て
刊
行
さ
れ
た

『

會
昌
縣
志』

で
は
、
府
呈
稿
本
の
藝
文
志
の
内
容
に
大
き
な
変

更
は
加
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
藝
文
志
中
の
収
載
文
を
厳
選
す
る
方
針
が
放
棄
さ
れ

た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
會
昌
縣
の
前
志
の
う
ち
、
国
内
で
見
る
こ
と
の
出
来
る

康
煕
一
四

(

一
六
七
五)

年
刊
刻
の
康
煕

『

會
昌
縣
志』

の
藝
文
志
に
は
二
三
篇

の
文
が
収
載
さ
れ
て
い
る
が

(�)

、
康
煕
志
か
ら
一
五
〇
年
後
の
道
光
志
に
六
六
篇
を

収
載
し
た
の
が

｢

濫
収｣

な
ら
ば
、
こ
れ
を
約
二
倍
に
増
幅
し
た
道
光
志
か
ら
四

六
年
後
の
同
治
志
は
ど
う
な
る
の
か
。
少
な
く
と
も
、
道
光
志
を

｢

濫｣

収
と
評

し
た
凡
例
は
書
き
直
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
も
ち
ろ
ん
問
題
は
収
載
文
章
の
量
で
は
な
く
、
そ
の
内
容
で
あ
る
。

府
呈
稿
本
と
定
本
と
の
二
種
類
の
版
本
間
で
、
藝
文
志
に
収
載
さ
れ
た
文
章
は
全

く
同
じ
で
は
な
く
、
若
干
の
増
減
が
あ
る
。
府
呈
稿
本
に
対
し
て
定
本
で
追
加
さ

れ
た
の
は
、｢

會
昌
縣
志
舊
序

(�
啓�)｣

、｢

重
修
湘
江
第
一
樓
記

(

陳
良
棟)｣

、

｢

重
修
湘
樓
並
修
城
溝
記

(

王
驥)｣

、｢

重
建
湧
金
井
記

(

陳
良
棟)｣

の
四
篇
で

あ
り
、
道
光
志
の
序
文
を
補
し
た
最
初
の
一
篇
を
除
き
、
會
昌
縣
の
現
職
の
教
諭

と
訓
導
、
す
な
わ
ち
同
治

『

會
昌
縣
志』

の

｢

纂
修｣

二
人
の
作
で
あ
る

(�)

。

そ
の
一
方
で
、
藝
文
志
全
体
か
ら
見
れ
ば
僅
か
な
量
で
は
あ
る
が
、
府
呈
稿
本

に
存
在
し
な
が
ら
、
定
本
で
削
ら
れ
た
文
章
が
あ
る
こ
と
に
注
目
さ
れ
る
。｢

濫

収｣

が
容
認
さ
れ
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
加
え
ら
れ
た
こ
と
よ
り
削
ら
れ
た
こ
と

の
方
に
積
極
的
な
意
味
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
す
べ
て
、
東
洋

文
庫
蔵
本
の
第
七
冊
と
第
一
〇
冊
に
収
載
さ
れ
て
い
た
次
の
七
篇
で
あ
り
、
い
ず

れ
も
近
年
の
作
で
あ
る
。

第
七
冊

⑧
省
垣
試
館
記

(

蕭
郁
文)

。
⑮
報
銷
原
委
記
。
⑯
重
建
蓮
峰
寺

記

(

宋
廷
桂)

。

⑰
重
修
猫
子
寨
記

(

宋
廷
桂)

。
⑱
會
邑
樟
坑
金
華
山
生
佛
記

(

蕭
郁
文)

。

第
一
〇
冊

⑭
業
總
戎
殉
難
記

(

張
汝
霖)

。
⑲
劉
北
斗
孝
子
入
洪
涛
救
母

記

(

張
汝
霖)

。

こ
の
う
ち
、
宋
廷
桂
の
二
作
が
削
ら
れ
た
理
由
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
し
か
し
、

張
汝
霖
と
蕭
郁
文
の
二
人
は
、
王
驥
が

｢

編
集
成
書
に
精
を
殫
し
慮
を
精
す｣

と

述
べ
て
い
た
、
王
驥
と
と
も
に
同
治

『

會
昌
縣
志』

の
編
纂
に
参
与
し
た
当
人
で

あ
る

(�)
。
王
驥
と
、
張
汝
霖
・
蕭
郁
文
の
二
人
と
の
関
係
の
具
体
的
内
容
、
編
纂
過

程
に
お
け
る
役
割
の
分
担
関
係
は
不
明
で
あ
る
も
の
の
、
編
纂
当
事
者
の
作
が
削

ら
れ
て
い
る
こ
と
に
意
味
が
な
か
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
こ
の
削
除
が
、
前

記
し
た
凡
例
の
書
き
直
し
と
も
対
応
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
、
張

汝
霖
・
蕭
郁
文
ら
の
側
が
府
呈
稿
本
の
時
点
で
は
ま
だ

｢

濫｣

載
と
い
う
ほ
か
な

い
藝
文
志
の
収
載
文
を
厳
選
し
て
い
く
意
向
を
持
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
両

者
の
関
係
が
、
編
纂
方
針
の
対
立
と
い
う
ほ
ど
の
深
刻
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
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そ
れ
と
も
単
に
縣
志
の
編
纂
に
臨
む
立
場
や
姿
勢
の
違
い
な
の
か
は
確
定
で
き
な

い
も
の
の
、
定
本
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
同
治

『

會
昌
縣
志』

が
、｢

纂
修｣

王
驥

の
意
向
に
沿
う
書
物
で
あ
り
、
張
汝
霖
や
蕭
郁
文
ら
の
地
方
紳
士
に
と
っ
て
は
不

本
意
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
実
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
編
纂
を
担
当
し
た
王
驥
と
會
昌
縣
知
縣
劉
長
景
と
の
関
係
も
問
題
と
な

る
。
府
呈
稿
本
す
な
わ
ち
東
洋
文
庫
蔵
本
第
三
冊
の
巻
一
九
、
秩
官
志
に
貼
付
さ

れ
た
劉
長
景
名
の
簽
紙
は
、
一
見
し
て
劉
長
景
が
刻
本
の
内
容
を
点
検
し
、
編
纂

者
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
不
適
切
な
志
文
を
正
そ
う
と
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と

見
え
る

(�)
。
し
か
し
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
附
簽
し
て�
州
府
に
上
程
さ
れ
た
稿
本

に
は
、
同
時
に
、
刻
本
に
八
枚
の
抄
写
清
稿
が
追
加
し
て
貼
付
さ
れ
て
お
り
、
こ

れ
ら
の
抄
写
稿
の
大
半
は
、
城
池
志
か
ら
書
院
志
に
至
る
各
巻
に
、
知
縣
劉
長
景

の
政
績
を
補
載
す
る
も
の
で
あ
っ
た

(��)
。
す
な
わ
ち
、
劉
長
景
名
の
簽
紙
の
貼
付
と

抄
写
清
稿
の
作
成
と
が
連
動
し
て
い
た
こ
と
は
疑
い
得
な
い
。

地
方
志
修
刊
当
時
の
現
任
地
方
官
の
政
績
を
地
方
志
中
で
顕
彰
し
よ
う
と
す
る

編
纂
者
の
努
力
は
、
あ
か
ら
さ
ま
な
形
で
、
あ
る
い
は
よ
り
巧
妙
な
方
法
で
広
く

行
わ
れ
て
お
り

(�)

、
同
治

『

會
昌
縣
志』

の
府
呈
稿
本
か
ら
完
成
し
た
定
本
へ
の
過

程
で
は
、
表
現
方
法
が
変
わ
っ
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。

こ
れ
は
、
二
種
の
刊
本
の
比
較
を
通
じ
て
見
て
き
た
よ
う
に
、
稿
本
か
ら
定
本

へ
の
校
訂
が
き
わ
め
て
形
式
的
か
つ
杜
撰
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
る
。

����以
上
に
み
た
よ
う
に
、
東
洋
文
庫
が
所
蔵
す
る
同
治

『

會
昌
縣
志』

の
刊
本
は
、

同
治

『�
州
府
志』

の
採
択
に
備
え
る
た
め
、
同
治
一
〇

(

一
八
七
一)

年
末
に

會
昌
縣
か
ら�
州
府
に
上
呈
さ
れ
た
稿
本
で
あ
り
、
こ
の
刊
本
上
に
貼
付
さ
れ
た

簽
紙
な
ど
の
手
書
き
類
は
、
會
昌
縣
側
で
挿
入
さ
れ
た
抄
写
清
稿
と
知
縣
劉
長
景

の
名
で
添
付
さ
れ
た
一
枚
の
簽
紙
を
除
き
、�
州
府
志
局
内
部
で
府
呈
稿
本
か
ら

府
志
に
採
入
す
べ
き
情
報
を
取
り
出
す
作
業
の
過
程
で
、
同
治

『�
州
府
志』

の

編
纂
担
当
者
に
よ
り
書
か
れ
た
。

｢

官
修｣

地
方
志
の
修
刊
に
お
い
て
、
地
方
官
と
地
方
紳
士
層
の
目
指
す
も
の

は
異
な
っ
て
い
た
。
多
く
の
地
方
官
に
と
っ
て
は
、
上
級
地
方
官
か
ら
の
督
促
に

対
し
て
地
方
志
を
完
成
す
る
こ
と
が
ま
ず
目
指
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
地
方
志
の
内

容
に
対
す
る
関
心
は
希
薄
で
あ
っ
た
。
極
端
な
場
合
に
は
、
舊
志
に
い
く
ら
か
の

新
事
が
追
加
さ
れ
れ
ば
よ
か
っ
た
の
で
あ
り
、
地
方
志
の
記
載
内
容
の
詳
細
・
正

確
を
期
す
こ
と
は
副
次
的
な
問
題
で
あ
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
地
方
志
の
中
に
、
何
を
、
ど
の
よ
う
に
残
す
か
と
い
う
こ
と

は
、
当
該
地
域
に
生
き
る
地
方
紳
士
層
の
中
で
問
題
に
さ
れ
、
そ
れ
は

｢

官
修｣

地
方
志
の
中
で
も
、
多
く
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
実
質
的
な
編
纂
を
地
方
紳
士
の

手
で
行
う
こ
と
を
通
じ
て
追
求
さ
れ
た
が
、
さ
ら
に
、
地
方
志
の
修
刊
自
体
を
自

ら
の
手
で
進
め
る

｢

紳
修｣

の
地
方
志
を
出
現
さ
せ
る
こ
と
に
繋
が
っ
て
い
っ
た
。

�(

１)

拙
稿

｢

地
方
志
の
修
刊
と
損
輸｣

(『

熊
本
大
学
文
学
部
論
叢』

七
八
号
、
二
〇

〇
三
年)

参
照
。

(

２)

拙
稿

｢『

光
緒
桐
郷
縣
志』

の
編
纂
過
程
に
つ
い
て｣

(『

熊
本
大
学
文
学
部
論
叢』

六
一
号
、
一
九
九
八
年)

参
照
。

(

３)

劉
坤
一

｢

設
局
續
修
通
志
摺

(

同
治
九
年
三
月
二
八
日)｣

(『

劉
坤
一
遺
集』

奏

疏
巻
之
六)

(
４)

地
方
志
の
巻
頭
掲
載
の

｢

修
志
姓
氏｣

(

纂
修
銜
名)

等
で
は
、
実
際
の
役
割
が

分
か
ら
な
い
こ
と
も
あ
る
た
め
、
こ
こ
で
は
、
以
下
の
序
・
跋
に
よ
っ
て
実
質
的

編
纂
者
と
見
な
せ
る
人
物
を
掲
げ
た
。
同
治

『�
縣
志』

巻
末
、�
是
沂

｢

跋｣

。

同
治

『�
都
縣
志』

巻
末
、
洪
祖
皓

｢

重
修
邑
志
跋｣

。
同
治

『

信
豐
縣
志
續
編』

巻
首
、
李
大
觀｢

續
修
信
豐
縣
志
序｣

。
同
治『

興
國
縣
志』

巻
末
、
鍾
音
鴻｢

跋｣

。
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同
治

『

會
昌
縣
志』

(『

中
国
地
方
志
集
成』

本)

巻
首
、
王
驥

｢

跋｣

。
同
治

『

安

遠
縣
志』

巻
首
、
歐
陽
鐸

｢

重
修
安
遠
縣
志
序｣

。
光
緒

『

龍
南
縣
志』

巻
首
、
胡

鴻
澤

｢

續
修
龍
南
縣
志
序｣

。
同
治

『

定
南
廰
志』

巻
首
、
王
言
綸

｢

増
修
定
南
廰

志｣
。

(

５)

同
治

『�
州
府
志』

巻
六
四
、
藝
文
志
、
志
目
。

(

６)

同
治

『�
州
府
志』

巻
首
、
魏
瀛
序
。

(

７)

同
治

『�
縣
志』

巻
末
、
跋
。

(

８)

台
湾
・
成
文
出
版
社
の

『

中
国
方
志
叢
書』

華
中
九
〇
四
号
に
収
め
ら
れ
た

『

會
昌
縣
志』

は
、
東
洋
文
庫
蔵
本
を
影
印
し
た
も
の
で
あ
り
、
原
本
が

｢

稿
本｣

で
あ
る
と
明
記
し
て
い
る
が
、
惜
し
む
ら
く
は
、
原
本
に
附
さ
れ
た
簽
紙
の
記
載

な
ど
は
完
全
に
は
復
元
さ
れ
て
い
な
い
。

(

９)

同
治

『

會
昌
縣
志』

(

東
洋
文
庫
藏
本)
巻
首
、
續
修
凡
例
の
第
二
項
。
通
行
本

の
凡
例
第
二
項
に
も
、
篇
首
以
外
の

｢

各
門
は
一
に
舊
貫

(

道
光
志)

に
仍｣

っ

た
と
書
か
れ
て
い
る
。

(�)
同
治

『

會
昌
縣
志』

(『

中
国
地
方
志
集
成』

本)
巻
首
、
跋
。

(�)
同
じ�
州
府
の
長
寧
縣
で
も
、
光
緒『

長
寧
縣
志』

巻
首
、
知
縣
黄
光
祥
の

｢

五

修
長
寧
縣
志
序｣

に
、｢

舊
本
之
已
有
板
帙
者
、
悉
循
其
故
、
辭
新
増
者
、
隨
付
梨

棗｣

と
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
時
同
じ
方
法
が
と
ら
れ
て
お
り
、
舊
志
の
整
版
が
再

利
用
さ
れ
て
い
る
形
跡
は
、
地
方
志
中
に
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
。

(�)

東
洋
文
庫
蔵
本
、
第
五
冊
の
表
紙
裏
に
は
、｢

巻
二
四
ノ
節
婦
ノ
一
、
二
、
三
、

五
、
六
、
八
―
一
三
、
一
五
、
節
烈
ノ
四
―
三
六
頁
■
落
丁｣

と
い
う
日
本
語
の

注
意
書
き
が
あ
る
が
、
道
光
志
で
年
代
順
に
並
べ
ら
れ
て
い
た
人
物
志
と
列
女
志

に
お
い
て
、
同
治
志
で
は
子
目
を
立
て
て
配
列
し
直
し
た
結
果
、
こ
う
し
た
混
乱

が
生
じ
た
の
で
あ
り
、｢

落
丁｣

で
は
な
い
。

(�)

清
稿
は
八
枚
あ
り
、
通
行
本
で
補
載
さ
れ
て
い
る
位
置
と
と
も
に
示
す
と
次
の

通
り
。

①
巻
四
、
城
池
志
、
六
・
七
葉
間

｢

亂
石
墟
…
…｣

。
②
同
前
、
九
・
一
〇
葉
間

｢

保
安
亭
…
…｣
(

通
行
本
、
一
三
表)

。
③
巻
五
、
山
川
志
、
一
八
裏｢

三
黄
灘
…
…｣

(

通
行
本
、
巻
一
五
、
關
津
志
、
六
裏)

。
④
巻
八
、
公
署
志
、
四
・
五
葉
間

｢

縣

署
…
…｣

(

通
行
本
、
九
表)

。
⑤
同
前
、
四
・
五
葉
間

｢

臨
清
門
…
…｣

(

通
行
本
、

巻
四
、
城
池
志
、
一
一
表)

。
⑥
同
前
、
五
・
六
葉
間

｢

社
穀
倉
…
…｣

(

通
行
本
、

六
表)

。
⑦
巻
九
、
書
院
記
畧
、
三
表

｢

義
學
…
…｣

(

通
行
本
、
一
二
表)

。
⑧
巻

一
五
、
關
津
志
、
五
・
六
葉
間

｢

五
里
排
…
…｣

(

通
行
本
、
九
表)

。

(�)

同
治

『

會
昌
縣
志』

(

東
洋
文
庫
藏
本)

巻
十
九
、
秩
官
志
、
一
九
裏
。
原
文
は

次
の
通
り

(

〈

〉
内
は
小
字)

。

劉
長
景
□
湖
南
人
、
同
治
八
年
署
〈
甫
到
任
、
見
會
昌
械
鬪
案
多
、
邀
集
紳
耆
、

多
方
勸
諭
、
並
將
縣
署
前
門
改
造
、
照
牆
加
高
數
尺
、
顔
以

｢

化
民
成
俗｣

四

字
、
而
械
鬪
之
案
從
此
稍
息
。
又
見
會
昌
公
項
甚
少
、
乃
捐
廉
及
湊
集
書
院
興

賢
、
并
罰
款
邉＊

銀
共
三
百
元
、
爲
庚
午
科
諸
生
郷
試
費
。
又
捐
銀
邉
壹
百
元
、

存
典
生
息
、
毎
年
収
其
餘
利
、
爲
各
廩
生
來
縣
保
結
永
遠
薪
水
費
。
同
治
九
年

十
一
月
、
邀
集
城
内
耆
老
十
人
、
并
臨
難
救
母
劉
北
斗
、
至
縣
署
内
行
養
老
禮
。

是
日
演
戯
稱
觴
、
衆
情
歡
洽
。
又
送
百
歳
老
人
許
聞
茂
頂
帽
補
服
、
及
酒
肉
錢

米
等
物
、
送
孝
子
劉
北
斗
錢
米
等
物
、
而
尊
老
孝
親
之
風
、
聞
於
合
邑
矣
〉。

(�)
同
治

『

會
昌
縣
志』

(『

中
国
地
方
志
集
成』

本)

巻
首
、
跋
。

(�)
こ
の
ほ
か
、
簽
紙
は
な
い
も
の
の
、
巻
一
九
、
秩
官
志
、
巻
二
〇
、
選
擧
志
、

巻
二
一
、
名
宦
志
の
各
巻
中
、
複
数
人
の
上
部
欄
外
に

｢

舊
志
載｣

な
ど
の
書
き

込
み
が
あ
る
。

(�)
同
治

『�
州
府
志』

巻
五
六
、
人
物
志
、
善
行
、
三
二
裏
・
三
三
表
。
た
だ
し
、

饒
光
璧
と
劉
大
壽
に
つ
い
て
は
、｢

饒
光
璧
・
劉
大
壽
、
倶
會
昌
人
、
有
善
行｣

と

名
前
が
記
載
さ
れ
た
だ
け
で
あ
る
。
善
行
門
で
孝
友
門
と
は
逆
に
載
入
す
べ
き
人

物
を
選
ん
だ
の
は
、『

會
昌
縣
志』

の
立
伝
が
九
五
名
と
多
い
た
め
、
一
人
一
人
に

つ
い
て
孝
友
門
の
よ
う
な
検
討
を
行
う
こ
と
を
放
棄
し
、
顕
著
な
事
蹟
の
あ
る
も

の
だ
け
を
摘
出
し
て
い
っ
た
か
ら
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

(�)
同
治

『�
州
府
志』

巻
五
六
、
人
物
志
、
孝
友
、
三
五
裏
〜
三
七
表
。
最
後
の
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朱
宗
慶
伝
の
末
に

｢

以
上
參
會
昌
縣
志
新
増｣

と
註
記
さ
れ
て
い
る
。

(�)
前
註(�)
に
挙
げ
た
清
稿
中
、
⑤
巻
八
、
公
署
志
に
、
縣
城
の
門
・
樓
を

｢

十

年
冬
、
知
縣
劉
長
景
勸
捐
修
理｣

し
た
と
い
う
記
。
こ
の
例
の
よ
う
に
、
八
枚
の

清
稿
は
、
最
初
の
一
点
を
除
き
、
い
ず
れ
も
劉
長
景
の
事
蹟
と
関
係
し
て
刻
本
に

追
加
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

(�)
本
文
中
に
述
べ
た
よ
う
に
、
三
六
〇
葉
を
越
え
る
藝
文
志
に
通
し
頁
に
当
た
る

も
の
が
な
く
、
そ
の
所
在
位
置
を
示
す
便
宜
的
な
方
法
と
し
て
、
小
論
で
は
、
東

洋
文
庫
蔵
本
に
つ
い
て
は
○
数
字
で
分
冊
中
何
番
目
の
文
章
で
あ
る
か
を
示
し
、

『

中
国
地
方
志
集
成』
本
に
つ
い
て
は
影
印
本
の
頁
数
で
示
し
た
。

(�)
｢

小
簽｣

は
⑰
重
修
猫
子
寨
記

(

宋
廷
桂)

の
箇
所
に
挟
ま
れ
て
い
る
が
、
明
ら

か
に
当
該
文
と
は
関
係
な
く
、
本
篇
に
附
さ
れ
て
い
た
も
の
と
判
断
し
た
。

(�)
同
治

『�
州
府
志』

巻
首
、
凡
例
、
の
第
一
項
。

(�)
同
治

『�
州
府
志』

巻
首
、
纂
修
姓
氏
。

(�)
同
種
の
記
述
は
第
一
〇
冊
に
も
あ
り
、
筆
蹟
は
長�
と
同
一
人
と
思
わ
れ
る
。

(�)
第
一
二
冊
の
後
半
、
藝
文
志
の

｢

詩｣

類
で
は
、
一
表
、
萬
竹
石

(

戴�)
に

｢

見
李
志
山
類｣

と
い
う
小
簽
が
貼
付
さ
れ
て
い
る
例
の
よ
う
に
、
ほ
と
ん
ど
す
べ

て
脱
落
し
て
い
る
も
の
の
、｢

見
李
志
名
蹟｣

、｢

載
李
志
藝
文｣
な
ど
の
簽
紙
が
残

さ
れ
て
い
る
。｢

文｣

類
に
も
最
初
は
同
様
の
簽
紙
が
貼
ら
れ
て
い
た
も
の
が
、
後

に

｢

李
志
未
載｣

の
簽
紙
と
の
見
分
け
が
煩
瑣
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
い
て
簽
紙
を

剥
が
し
、｢

李
志
載｣

の
朱
印
と
墨
書
で
代
用
し
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

(�)

同
治

『

瑞
昌
縣
志』

巻
首
、
姚
暹

｢

續
修
志
序
〈
省
呈
稿
本
〉｣

。
同
書
、
巻
末
、

馮
士
傑

｢

跋｣

。

(�)

光
緒

『

吉
安
府
志』

巻
首
、
劉
繹

｢

重
修
吉
安
府
志
後
序｣

。

(�)

中
国
科
学
院
北
京
天
文
台
主
編

『

中
国
地
方
志
聯
合
目
録』

中
華
書
局
、
一
九

八
五
年
、
五
〇
七
頁
、
ほ
か
。

(�)

同
治

『

萬
安
縣
志』

(

重
校
本)

巻
首
、
謝
觀
國

｢

重
校
志
記
名
籍｣

。

(�)

同
治

『

安
遠
縣
志』

巻
首
、
黄
瑞
圖

｢

重
修
安
遠
縣
志
序｣

。
清
代
の
地
方
志
鑒

定
制
度
が
機
能
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
拙
稿

｢

清
代
の
地
方
志
鑒

定
制
度｣
(『

熊
本
大
学
文
学
部
論
叢』

九
三
号
、
二
〇
〇
七
年)

参
照
。

(�)

東
洋
文
庫
蔵
本
と

『

中
国
地
方
志
集
成』

影
印
本
に
お
け
る
掲
載
頁

(

カ
ッ
コ

内)

は
次
の
通
り
。

胡
紀
章

續
輯
孝
友
門
、
七
〇
表

(

二
一
九
頁)

、
續
輯
忠
義
門
、
二
四
裏

(

一
九

六
頁)

。

劉
氏
張
世
良
妻

節
孝
門
、
三
四
裏

(

二
四
一
頁)

、
二
五
裏

(

二
三
七
頁)

。

龍
氏
文
漁
斯
妻

節
婦
門
、
二
七
裏

(

削
除)

、
節
孝
門
、
三
七
裏

(

二
四
三
頁)

。

凌
氏
王
四
福
妻

節
婦
門
、
三
二
裏

(

二
五
九
頁)

、
一
四
表

(

二
五
〇
頁)

。

な
お
、
凌
氏
の
卒
年
は
重
載
の
そ
れ
ぞ
れ
で
異
な
っ
て
い
る
が
、
見
逃
さ
れ
て
い

る
。

(�)
同
治

『�
州
府
志』

巻
首
、
李
志
凡
例
。

(�)
同
治

『

會
昌
縣
志』

(『

中
国
地
方
志
集
成』

本)

巻
二
二
、
人
物
志
、
續
輯
孝

友
、
七
四
裏
。

(�)
同
治

『

會
昌
縣
志』

(

東
洋
文
庫
蔵
本)

巻
首
、
續
修
凡
例
、
の
第
九
項
。

(�)
同
治

『

會
昌
縣
志』

(『

中
国
地
方
志
集
成』

本)

巻
首
、
凡
例
、
の
第
九
項
。

(�)
康
煕

『

會
昌
縣
志』

巻
一
四
、
藝
文
。
な
お
、
内
閣
文
庫
の
所
蔵
す
る
康
煕

『

會
昌
縣
志』

は
中
国
国
内
に
も
伝
本
の
少
な
い
稀
覯
本
で
あ
る
が
、
巻
一
一
、
人

物
志
、
四
裏
、
劉
滄
崖
伝
の
上
部
欄
外
に
は
○
印
が
附
さ
れ
、
志
文
に
も
加
筆
と

削
除
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
同
様
の
加
筆
と
削
除
は
列
傳
と
文
學
、
忠
節
門
の
一

〇
名
ほ
ど
の
伝
記
に
対
し
て
も
行
わ
れ
て
お
り
、
い
ず
れ
も
人
物
名
の
次
に

｢

會

昌
人｣

と
加
筆
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
府
呈
稿
本
で
あ
る
か
否
か
は
別
と
し
て
、
該

伝
本
が
縣
志
か
ら
府
志
に
採
入
す
る
人
物
を
選
ぶ
過
程
で
用
い
ら
れ
た
こ
と
が
分

か
る
。

(�)
同
治

『

會
昌
縣
志』

(『

中
国
地
方
志
集
成』

本)

三
〇
二
、
四
一
〇
、
四
一
一
、

四
二
一
頁
。

(�)
前
註

(�)
に
同
じ
。
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(�)
前
註

(�)
に
同
じ
。

(�)
前
註

(�)
・(�)
を
参
照
。

(�)
代
表
的
な
事
例
と
し
て
は
、
乾
隆
六

(

一
七
四
一)

年
に
、
山
東
省
臨
清
直
隷

州
の
夏
津
縣
で
知
縣
方
學
誠
を

｢

總
裁｣

と
し
、
教
諭
梁
大
鯤
を

｢

纂
修｣

と
し

て
刊
刻
さ
れ
た
乾
隆

『

夏
津
縣
志』

が
あ
る
。
該
志
は
、
疆
域
志
か
ら
藝
文
志
に

至
る
各
篇
の
冒
頭
に
方
學
誠
の
序
論
を
掲
げ
、
巻
六
、
官
守
志
、
政
績
、
四
二
表

〜
四
四
表
、
に
方
學
成
の
伝
記
が
あ
り
、
巻
一
〇
、
藝
文
志
に
は
四
〇
篇
を
超
え

る
方
學
成
の
作
が
収
載
さ
れ
て
い
る
。
該
志
に
対
し
て
、
中
国
科
学
院
図
書
館
整

理

『

續
修
四
庫
全
書
提
要』
三
四
、
齊
魯
書
社
、
九
七
頁
、
の

｢

是
志
捜
羅
甚
富
、

編
纂
亦
佳｣

と
、
そ
の
内
容
に
対
す
る
高
い
評
価
が
あ
る
一
方
で
、
瞿
宣
頴

『

方

志
考
稿
甲
集』

第
三
編
、
山
東
、
三
五
裏
は
、｢

綜
觀
全
書
、
似
專
爲
方
氏
鋪
揚
之

用
、
無
足
取
也｣

と
手
厳
し
く
こ
れ
を
批
判
し
て
い
る
。
こ
れ
よ
り
は
分
か
り
難

い
事
例
と
し
て
、
江
西
省
廣
信
府
の
康
煕

『
貴
溪
縣
志』

が
挙
げ
ら
れ
る
。
内
閣

文
庫
が
所
蔵
す
る
該
志
の
刊
本
は
、
康
煕
一
一

(
一
六
七
二)

年
に
知
縣
畢
士
俊

ら
が
刊
刻
し
た
原
刊
本
を
、
康
煕
二
二
年
に
知
縣
高
駿
升
・
教
諭
羅
鵬�
ら
が
増

補
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
増
補
内
容
は
職
官
誌
に
か
れ
ら
自
身
の
事
蹟
を
詳
細
に

補
載
し
た
に
と
ど
ま
り
、
選
擧
誌
の
記
載
が
康
煕
九
年
の
進
士
ま
で
で
追
補
さ
れ

な
か
っ
た
こ
と
と
対
照
的
で
あ
る
。
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